
検索北島町

12月号’18

平成30年11月1日現在
前月より

男 11，328 ＋10
女 11，923 －1
計 23，251 ＋9
世帯 9，678 ＋18

防防災災訓訓練練でで浸浸水水時時のの歩歩行行ははどどんんななももののかかなな‼‼

町民の動き

ht tps ://www. town .k i t a j ima . l g . j p/

第第886666号号
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北島町国民健康保険からのお知
らせ

指指 定定 管管 理理 者者 のの 募募 集集
北島町では、このたび指定管理者の指定に関する条例（平成15年北島町条例22号）及び指定

管理者の指定の手続等に関する条例施行規則（平成15年北島町条例15号）に基づき、次の施設
の一括管理運営を行うもの（以下「指定管理者」という。）を募集します。
詳細の募集要項については、北島町ホームページをご参照ください。

○対象施設の概要○

募集期間：平成30年12月10日㈪から平成31年1月18日㈮まで

※お問合せ先 北島町教育委員会事務局 ☎698‒9812

今
年
は
豪
雨
・
洪
水
・
地
震
・

猛
暑
と
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
よ
う
な
自
然
災
害
が
発
生

し
、
日
本
各
地
で
甚
大
な
被
害
が

出
た
。
地
球
温
暖
化
に
よ
る
も
の

ら
し
い
が
、
来
年
は
お
だ
や
か
な

災
害
の
な
い
年
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
る
。

東
京
五
輪
ま
で

あ
と
一
年
余
、
各

種
ス
ポ
ー
ツ
の
中

で
も
大
リ
ー
グ
で

新
人
王
に
輝
い
た
大
谷
選
手
、
競

泳
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
池
江
選
手
、

又
将
棋
で
は
最
年
少
記
録
を
う
ち

た
て
た
藤
井
七
段
な
ど
、
多
く
の

若
い
ア
ス
リ
ー
ト
の
活
躍
を
期
待

し
て
い
る
。

昭
和
か
ら
平
成
に
な
っ
て
早
三

十
年
、
現
天
皇
の
退
位
に
よ
り
来

年
五
月
に
は
新
元
号
に
改
元
さ
れ

る
。
平
成
最
後
の
年
の
瀬
、
年
賀

状
を
出
す
時
期
に
な
っ
た
が
、

メ
ー
ル
の
普
及
に
よ
り
出
す
人
が

減
っ
て
い
る
ら
し
く
、
年
賀
は
が

き
の
発
行
数
は
昨
年
よ
り
も
少
な

く
二
十
四
億
枚
余
。
日
本
郵
便
は

「
売
れ
残
り
の
悩

み
」
を
解
消
す
る

た
め
、
お
年
玉
賞

品
と
し
て
、
二
〇

二
〇
年
東
京
五
輪

へ
招
待
す
る
旅
行
券
そ
し
て
一
等

賞
金
は
、
昨
年
よ
り
も
三
倍
の
三

十
万
円
に
な
っ
て
い
る
。
大
盤
振

る
舞
い
の
懸
賞
に
び
っ
く
り
し
た
。

歴
史
の
節
目
、
元
号
が
代
わ
り

新
し
い
時
代
が
始
ま
る
年
に
せ
め

て
宛
名
だ
け
で
も
手
書
き
の
年
賀

状
を
書
い
て
み
よ
う
と
思
う
。

受受けけままししたたかか？？今今年年のの「「特特定定健健診診」」
まもなく受診期間が終了します【平成30年12月31日まで】
特定健診は、糖尿病などの生活習慣病予防のた
めの健診です。まだ受診されていない方は、お早
めに予約・受診をお願いします。なお、対象者の
方には7月に受診券を送付しています。
■「受診券が見当たらない…」という方
→ 受診券を紛失した方、また新たに国保に加
入した方で特定健診の受診を希望される場
合は、受診券を発行しています。

■「普段、病院に行ってないから病院に行くのは
ちょっと…」という方

■「平日は忙しくて無理だな…」という方
→ 保健相談センターにおいて集団で特定健診
（要予約）を実施します。

日時：平成31年1月27日㈰ 8：30～11：30
※予約時間は30分ごとに受け付けています。
～あなたの健康 家族の安心 毎年受けよう

「特定健診」～
保険福祉課 ☎698‒9805

板野郡北島町太郎八須字五反地10番地の1
北島北公園総合体育館
板野郡北島町中村字中内11番地の1
北島町民体育センター
板野郡北島町中村字中内5番地の1
北島町クリーンテニスコート
板野郡北島町江尻字柳池4番地の1
北島町武道館
板野郡北島町中村字日開野51番地の5
北島町温水プール
板野郡北島町中村字川田9番地の1
北島町生涯学習センター
板野郡北島町中村字中内45番地の1
北島中央公園スポーツ広場
板野郡北島町太郎八須字五反地10番地の1
北島北公園スポーツ広場
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投投 票票 立立 会会 人人 のの 募募 集集
選挙管理委員会では、投票しやすい環境づくりを行うため、投票立会人を募集します。特に若い方に選挙に

関心をもっていただき、若年層の投票率向上を図ることから18歳・19歳の方の申し込みをお待ちしています。
もちろん20歳以上の方も募集しています。
応 募 条 件：町内在住で投票日に18歳以上で選挙権がある方

（ただし、特定の候補者の選挙運動や政治活動等を行っていない方に限ります）
主な仕事内容：投票事務の執行に立ち会い、公正に行われるよう監視します

（具体的には、投票手続きの立ち会いや投票箱の送致・立ち会いなどを行います）
希望される方は、住民課窓口までお越しいただくか、北島町 HPに掲載しております投票立会人登録申込
書に必要事項を記入し、北島町選挙管理委員会（住民課内）までお送りください。（メール又は FAX可）
応募いただいた方には、選挙が近づきましたら、従事希望日の意向調査を行い、日程調整をします。多数の

応募をお待ちしております。

投票所（期日前）

日時：告示日（公示日）の翌日から投票日前日までの期間で指定する日
午前8時30から午後8時まで続けて立ち会いをお願いします

場所：5階研修室
報酬：一日につき9，500円（昼食付き）

投票所（当日）

日時：投票日当日
投票日の午前7時から午後8時まで続けて立ち会いをお願いします

場所：応募した方が登録されている投票区の投票所
報酬：一日につき10，700円（昼食・夕食付き）

申込先
771－0285 北島町中村字上地23番地1
北島町選挙管理委員会（住民課内）
☎698‒9804 �698‒8494 Mail jyumin@kitajima.i-tokushima.jp

平
成
三
十
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
実
施
報
告

総

務

課

こ
の
助
成
事
業
は
、
宝
く
じ
の
社

会
貢
献
広
報
事
業
の
一
環
と
し
て
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

平
成
三
十
年
度
は
地
域
防
災
組
織

育
成
事
業
と
し
て
、
本
町
の
自
主
防

災
組
織
「
出
来
須
・
出
須
自
主
防
災

会
」
が
防
災
備
品
を
整
備
す
る
に
当

た
り
、
助
成
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

今
回
の
助
成
に
よ
り
、
北
島
町
地

域
学
習
セ
ン
タ
ー
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
防
災

倉
庫
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た

防
災
倉
庫
に
は
二
つ
折
り
担
架
・

ノ
ー
パ
ン
ク
折
り
畳
み
リ
ヤ
カ
ー
・

災
害
用
備
蓄
毛
布
・
発
電
機
・
チ

ェ
ー
ン
ソ
ー
な
ど
の
備
品
を
整
備
し
、

災
害
発
生
時
に
住
民
の
迅
速
な
避
難

と
的
確
な
救
助
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

北
島
町
で
は
、
自
主
防
災
組
織
が

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
特
色
の

あ
る
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
も
助
成
事
業
を
活
用
す
る
な
ど
、

地
域
の
防
災
・
減
災
活
動
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

今回整備されたＡＥＤを使用した
講習の様子

整備備品

2018．12 町報（３）



十
一
月
十
日
午
前
十
時
か
ら
、
総

合
庁
舎
七
階
大
ホ
ー
ル
で
、
平
成
三

十
年
度
北
島
町
戦
没
者
追
悼
式
が
、

ご
遺
族
並
び
に
関
係
者
各
位
の
ご
臨

席
の
も
と
厳
粛
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

戦
没
者
追
悼
式
は
、
日
清
・
日
露

戦
争
以
来
、
祖
国
の
た
め
に
戦
死
さ

れ
ま
し
た
方
々
の
遺
族
及
び
、
来
賓
、

婦
人
会
役
員
等
の
皆
様
方
が
見
守
る

中
、
御
霊
が
正
面
拝
殿
に
安
置
さ
れ
、

君
が
代
斉
唱
の
後
、
黙
祷
を
捧
げ
ま

し
た
。

古
川
町
長
・
松
田
遺
族
会
会
長
の

献
花
が
あ
り
、
続
い
て
町
長
よ
り
式

辞
、
来
賓
の
方
々
か
ら
追
悼
の
言
葉

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
来
賓
及
び
遺
族
の
方
々

を
は
じ
め
ご
列
席
の
皆
様
に
よ
る
献

花
が
行
わ
れ
た
後
、
松
田
遺
族
会
会

長
か
ら
代
表
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
戦

没
者
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
つ
つ
式

を
閉
じ
ま
し
た
。

戦没者追悼式厳粛に挙行される
民生児童課

国民健康保険制度の適用適正化月間
国保資格の適正な適用について、ご協力をお願いします。

■国民健康保険の届け出を忘れずに 「届け出は、14日以内に」
●国民健康保険に加入の必要がある人
国民健康保険は、74歳までの人で社会保険（健康保険、共済・船員保険も含む）の被保険者およびその被扶養

者を除く、すべての人が加入する制度です。退職などの理由で社会保険に加入していない人は、国保に加入する
必要があります。資格取得の届け出が遅れると、社会保険の資格喪失日までさかのぼって課税されますので、早
めに手続きをしましょう。
※手続きの際、退職した人の場合には、健康保険を脱退した証明書（資格喪失証明書など）、本人確認書類等
及び印かんが必要です。

●社会保険などに加入したため、国民健康保険から脱退する人
社会保険などに加入したため社会保険と国民健康保険の両方の被保険者証を持っている人は、国保の資格喪失

届が必要です。届け出をしないと、国保税が課税されたままで、社会保険料と両方を納めている状態になってし
まいますので、忘れずに手続きをしましょう。
※手続きの際、社会保険になった人の場合には、社会保険被保険者証と国民健康保険被保険者証、本人確認書
類等及び印かんが必要です。

■社会保険の被扶養者になれる場合があります
同じ世帯に社会保険の加入者がいる場合、被扶養者として認定されることがあります。扶養認定ができるかど

うか、お勤め先に相談してから手続きをしてください。

■申告を忘れずに
国保に加入している人は、所得の申告が必要です。申告しないと、国保税の軽減が受けられなかったり、医療

費の限度額認定申請時の判定が正しくできなくなったりします。所得の申告については、税務課にご相談ください。
▼お問合せ先
・国保の届出について 保険福祉課 ☎698‒9805
・国保税、所得の申告について 税務課 ☎698‒9803

2018．12 町報 （４）
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給給与与支支払払報報告告書書のの提提出出とと
個個人人住住民民税税のの特特別別徴徴収収((給給与与天天引引きき))実実施施ののおお願願いい

年末調整を行う時期となりましたが、源泉所得税の事務とあわせて、給与支払報告書の市町村への提出など、
個人住民税の事務についても引き続きご協力くださるようお願いします。

給与支払報告書の提出
事業主（給与支払者）は、前年中において給与の支払を受けている方の1月1日現在（中途退職した方につい

ては退職時）の住所地の市町村に給与支払報告書を提出していただくこととなっています。給与支払報告書は、
税務署への「給与所得の源泉徴収票等の法定調書合計表」の提出とは別に、該当する市町村に提出していただく
ものです。
⑴ 平成31年度（平成30年分）給与支払報告書の提出対象者
平成30年1月1日から同年12月31日までの間に給与の支払を受けた従業員
＊従業員には、パート・アルバイト・短期雇用者・非常勤職員・役員などを含みます。
＊給与支払報告書は、従業員の区分や所得税の確定申告を行うかどうかの別、給与支払額の多少、中途退
職者や乙欄・丙欄該当者の別にかかわらず提出してください。

⑵ 平成31年度（平成30年分）給与支払報告書の各市町村への提出期限
平成31年1月31日㈭

⑶ 給与支払報告書への個人番号の記載
給与支払報告書を提出するにあたっては、事業主（給与支払者）の法人番号又は個人番号の記載に加え

て、個別明細書に給与所得者・扶養親族のマイナンバー（個人番号）の記載が必要です。

個人住民税の特別徴収(給与天引き)の実施について
個人住民税の特別徴収とは、事業主（給与支払者）が従業員（納税義務者）に代わり、毎月従業員に支払う給

与から個人住民税（市町村民税＋県民税）を徴収（給与天引き）し、納入していただく制度です。
平成31年度から原則すべての事業主の皆さまは、従業員の個人住民税の特別徴収を実施してください。
徳島県と県内全市町村は、個人住民税の特別徴収の徹底のため、「徳島県統一基準」に該当する場合を除き、

事業主の皆さまに従業員の個人住民税の特別徴収を実施していただきますので、ご理解とご協力をお願いいたし
ます。
【当面の間、普通徴収を認める場合（徳島県統一基準）】
原則、すべての従業員の方が特別徴収の対象となりますが、次の基準（普 Aから普 E）のいずれかに該当す

る場合は、当面、給与支払報告書の提出時に「普通徴収該当理由書」を併せて市町村へ提出することにより、例
外的に普通徴収（従業員が市町村から送付される納付書で納付する方法）が認められます。
＊普通徴収該当理由書の様式は、県又は各市町村のホームページからダウンロードできます。

普Ａ 受給者総人員数が2人以下（他市町村分も含め、次の普Ｂから普Ｅに該当する者を除いた全受給者数が
2人以下）

普Ｂ 他の事業所で特別徴収をされている方（例：乙欄該当者）
普Ｃ 給与が少額で、特別徴収税額の引き去りができない方（前年の年間給与支給額が93万円以下）
普Ｄ 給与の支払が不定期な方（例：給与の支払が毎月でない）
普Ｅ 退職又は退職予定（5月末日まで）の方

電子申告(eLTAX)のお願い
給与支払報告書の提出は、郵送等の手間が不要で、安全な電子申告（eLTAX）＊の活用をお願いします。
電子申告（eLTAX）での給与支払報告書の提出方法は、（一社）地方税電子化協議会のホームページ（http :

//www.eltax.jp／）をご参照ください。

給与支払報告書の提出先・お問合せ先
税務課（〒771‒0285北島町中村字上地23‒1 ☎698‒9803）
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NNoo..4400

北北
島島
町町
寄寄
贈贈
「「
三三
木木
ガガ
ーー
デデ
ンン

歴歴
史史
資資
料料
館館
」」
資資
料料

第
五
十
回
北
島
町
文
化
祭
展
示

―
「
展
示
資
料
」
―

第
五
十
回
北
島
町
文
化
祭
で
、
四

国
大
学
の
学
生
さ
ん
達
が
展
示
し
た

資
料
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

一
階
、ま
ち
か
ど

ミ
ニ

ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
展
示
ケ
ー
ス
の
、
屏
風
二
点

か
ら
解
説
し
ま
す
。
正
面
向
か
っ
て

右
側
に
展
示
し
た
、
六
曲
半
双

の
屏
風
「
帰
去
来
兮
図
（
き
き

ょ
ら
い
け
い
ず
）」（
写
真
1
）は
、

性
に
合
わ
な
い
お
役
所
務
め
を

捨
て
て
帰
っ
て
き
た
中
国
の
詩

人
、
陶
淵
明（
と
う
え
ん
め
い
）

を
田
園
で
待
っ
て
い
た
家
族
が
、

喜
ん
で
迎
え
る
場
面
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
阿
波
の
画
人
三
木

恒
山
が
、
穏
や
か
な
タ
ッ
チ
で

書
き
上
げ
て
い
る
、
心
落
ち
着

く
作
品
で
す
。（
時
代：

幕
末
か

ら
明
治
）

向
か
っ
て
左
側
に
展
示
し
た

「
薔
薇
古
松
図
（
し
ょ
う
び
こ

し
ょ
う
ず
）」（
写
真
2
）
は
、

勇
壮
な
松
の
幹
に
可
憐
な
薔
薇
が
寄

り
添
う
作
品
で
す
。「
秋
雲
逸
人
」

と
署
名
が
あ
り
ま
す
が
、
誰
な
の
か

は
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
す
。
し
か
し
、

あ
え
て
銀
箔
の
上
に
墨
書
き
を
施
す

と
こ
ろ
に
、
技
量
の
高
さ
が
垣
間
見

え
ま
す
。（
時
代：
不
詳
）

続
い
て
、
二
階
文
化
財
展
示
室
の

扁
額
の
二
点
（
写
真
3
）
に
つ
い
て

解
説
し
ま
す
。
ま
ず
、「
薔
薇
霊
芝

図
（
し
ょ
う
び
れ
い
し
ず
）」
で
す

が
、
万
葉
仮
名
の
歌
に
薔
薇
と
霊
芝

の
絵
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
少
し

赤
を
添
え
た
白
い
花
び
ら
の
顔
彩
に
、

視
線
が
惹
き
つ
け
ら
れ
ま
す
。
阿
南

市
那
賀
川
町
生
ま
れ
の
書
画
家
、
高

井
松
齢
（
し
ょ
う
れ
い
）
の
作
品
で

す
。（
時
代：

明
治
か
ら
昭
和
初
期
）

そ
し
て
、「
解
世
紛
（
か
い
ふ
ん

と
く
）」
は
、
吉
野
川
市
鴨
島
町
出

身
の
僧
、
泉
智
等
（
ち
と
う
）
が
草

書
体
で
書
い
た
書
で
す
。「
浮
き
世

の
ご
た
ご
た
か
ら
解
き
放
た
れ
る
」

と
言
う
意
味
で
、
字
形
と
意
味
が
あ

っ
た
作
品
で
し
ょ
う
。（
時
代：

一

九
一
四
〜
一
九
二
三
）

同
じ
く
、
二
階
文
化
財
展
示
室
に

展
示
さ
れ
た
水
神
社
の
資
料
（
写
真

4
）
に
つ
い
て
で
す
が
、

天
井
絵
だ
け
で
な
く
、
馬

を
飾
っ
た
装
飾
も
合
わ
せ

て
展
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。

天
井
絵
は
、
阿
波
お
ど
り

の
お
は
や
し
「
阿
波
よ
し

こ
の
」
の
歌
い
手
、
多
田

小
餘
綾
さ
ん
の
父
で
絵
師

の
藍
香
（
ら
ん
こ
う
）
さ

ん
が
描
い
た
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
は
、
取
り
扱
い

に
気
を
遣
う
た
め
、
数
人

の
人
数
で
取
り
扱
う
こ
と

が
要
求
さ
れ
ま
す
。
学
業

に
忙
し
い
中
、
よ
く
時
間

を
合
わ
せ
て
調
査
に
来
て
、

展
示
を
し
て
く
れ
た
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
作
品
に
つ
い
て

の
解
説
は
、
四
国
大
学
大

学
院
生
渡
邊
浩
樹
さ
ん
の

解
説
文
を
引
用
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。図

書
館
学
芸
員

原

多
賀
子

写真3 「解世紛（かいふんとく）」（上）
「薔薇霊芝図（しょうびれいしず）」（下）

写真1 「帰去来兮図（ききょらいけいず）」

写真4 天井絵の解説をする四国大学生

写真2
「薔薇古松図（しょうびこしょうず）」
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お
問
合
せ
・
申
込
先

�
六
九
八
―
八
九
〇
九

�
六
九
八
―
八
九
二
五

保保
健健
相相
談談
セセ
ンン
タタ
ーー
だだ
よよ
りり
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「
自
殺
対
策
や
こ
こ
ろ
の
健

康
に
関
す
る
講
演
会
」

〜
命
を
守
る
た
め
に
ま
わ
り

が
で
き
る
こ
と
〜

日
本
で
は
、
一
年
間
に
二
万
一
千

人
、
一
日
あ
た
り
五
八
人
も
の
人
が

自
殺
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
自
殺

は
ひ
と
つ
の
理
由
や
原
因
で
生
じ
る

も
の
で
は
な
く
、
そ
の
背
景
に
は
、

健
康
問
題
、
生
活
苦
・
借
金
問
題
、

過
労
、
人
間
関
係
な
ど
い
く
つ
も
の

事
柄
が
関
係
し
て
い
る
と
言
わ
れ
ま

す
。
人
が
生
き
や
す
く
な
る
た
め
に
、

私
た
ち
は
何
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う

か
？ご

自
分
と
、
そ
し
て
、
ま
わ
り
の

大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
、
皆
様

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
程一

月
二
十
四
日
㈭

十
四
時
〜
十
五
時
頃
ま
で

場
所北

島
町
総
合
庁
舎

五
階

研
修
室

講
師社

会
福
祉
法
人

徳
島
県
自
殺
予

防
協
会

い
の
ち
の
希
望
（
旧
徳
島

い
の
ち
の
電
話
）

名
誉
理
事
長

近
藤

治
郎
先
生

※
お
知
り
合
い
の
方
に
も
、
ご
紹
介

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

※
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
お
手
数
で

す
が
、
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
ま
で
、

申
し
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

助
成
の
対
象
者
が
拡
大
さ
れ

ま
し
た
！

十
月
十
六
日
よ
り
開
始
さ
れ
た

「
徳
島
県
の
風
し
ん
抗
体
検
査
」
の

対
象
者
に
合
わ
せ
て
、
次
の
通
り
、

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
等
接
種
費
用
助
成

の
対
象
者
を
拡
大
し
ま
し
た
。

対
象次

の
一
、
二
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
で
風
し
ん
抗
体
検
査
の
結
果

で
抗
体
価
が
低
い
方
（
Ｈ
Ｉ
検
査
で

十
六
倍
以
下
ま
た
は
Ｅ
Ｉ
Ａ
検
査
で

抗
体
価
が
八
・
〇
未
満
）

一
、
妊
娠
を
希
望
さ
れ
る
又
は
妊
娠

す
る
可
能
性
の
高
い
女
性
（
妊
婦

は
除
く
）

二
、
昭
和
三
十
七
年
四
月
二
日
か
ら

平
成
二
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
男
性

※
予
防
接
種
時
に
北
島
町
住
民
基
本

台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

※
一
人
に
つ
き
一
回
を
限
度
と
す
る

助
成
額

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
接

種
者：

五
千
円

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
者：

三
千

円※
た
だ
し
、
接
種
費
用
が
そ
れ
ぞ
れ

の
金
額
に
満
た
な
い
場
合
は
実
際

の
接
種
費
用
を
上
限
と
す
る
。

申
請
方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と
に
つ

い
て
、
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
に
お
問

い
合
わ
せ
頂
く
か
、
北
島
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

胃
の
健
康
度
検
査
（
胃
が
ん

の
リ
ス
ク
検
診
）
の
期
限
が

迫
っ
て
い
ま
す

現
在
実
施
し
て
い
ま
す
こ
の
検
査

の
実
施
期
間
は
十
二
月
末
日
ま
で
で

す
。
各
委
託
医
療
機
関
に
よ
り
休
診

日
等
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

今
年
度
の
対
象
の
方
に
は
、
す
で

に
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
転
入
等
で
お
手
元
に
届
い
て
い

な
い
方
は
、
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
ま

で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
度
の
対
象
は
、
別
表
に
記
載

し
て
い
る
生
年
月
日
の
方
、
か
つ
、

検
査
当
日
に
、
北
島
町
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

な
お
、
既
往
歴
・
症
状
や
治
療
の

状
況
等
に
よ
り
ご
遠
慮
い
た
だ
く
場

合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
す
で
に
お
送
り
し
て

い
ま
す
ご
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

が
ん
検
診
の
ご
案
内

次
の
と
お
り
に
実
施
し
ま
す
。
対

象
等
は
、
受
診
券
（
六
月
頃
に
お
配

り
し
た
も
の
）
に
記
載
し
て
い
ま
す

の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
場
所
は
い

ず
れ
も
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
で
す
。

●
胃
が
ん
（
バ
リ
ウ
ム
）
検
診
・
肺

が
ん
検
診

＊
日
時

一
月
二
十
七
日
㈰
・

二
月

九
日
㈯

両
日
と
も

七
時
半
〜
十
一
時

＊
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

・
受
診
券

・
自
己
負
担
金

胃
が
ん
検
診
五
百
円

・
健
康
手
帳
（
お
持
ち
の
方
）

※
胃
が
ん
検
診
を
受
け
ら
れ
る
方
へ

・
前
日
は
、
午
後
九
時
頃
ま
で
に
消

化
の
よ
い
食
事
を
と
り
、
そ
の
後
、

水
分
以
外
の
食
べ
物
は
と
ら
な
い

で
く
だ
さ
い
。

・
当
日
は
、
食
べ
物
は
と
ら
な
い
で

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
喫
煙
も
お
控

え
く
だ
さ
い
。
水
分
は
、
検
査
の

九
十
分
前
ま
で
に
、
白
湯
か
お
水

を
二
百
㏄
以
下
の
摂
取
で
し
た
ら

可
能
で
す
。（
白
湯
か
お
水
以
外

の
も
の
は
不
可
で
す
。）

・
薬
を
服
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、
事

前
に
主
治
医
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
大
腸
が
ん
検
診
（
要
予
約
）

＊
予
約
期
間

一
月
十
八
日
ま
で

＊
予
約
先保

健
相
談
セ
ン
タ
ー

＊
検
体
の
提
出
日
時

一
月
二
十
七
日
㈰
・

二
月

九
日
㈯

両
日
と
も

七
時
半
〜
十
一
時

＊
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

・
受
診
券

・
自
己
負
担
金

大
腸
が
ん
検
診
三
百
円

・
健
康
手
帳
（
お
持
ち
の
方
）

＊
詳
し
く
は
、
ご
予
約
さ
れ
た
方
に

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

胃の健康度検査（胃がんのリスク検診）
平成30年度の対象者は、40、45、50、55、60、65、70歳
を迎えられる方

40歳 S53．4．2～S54．4．1生
45歳 S48．4．2～S49．4．1生
50歳 S43．4．2～S44．4．1生
55歳 S38．4．2～S39．4．1生
60歳 S33．4．2～S34．4．1生
65歳 S28．4．2～S29．4．1生
70歳 S23．4．2～S24．4．1生
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団
長

大
西

徹

副
団
長

中
川

紗
希

めめ
くく
るる
めめ
くく
カカ
ナナ
ダダ
のの
思思
いい
出出

高
ま
る
気
持
ち
を
抱
え
十
月
二
十

六
日
夜
に
日
本
を
発
ち
、
約
九
時
間

の
フ
ラ
イ
ト
を
経
て
、
翌
朝
（
現
地

は
夕
方
）
バ
ン
ク
ー
バ
ー
空
港
に
到

着
。
交
流
先
の
タ
マ
ナ
ウ
ィ
ス
校
へ

向
か
う
と
、
バ
デ
ィ
の
学
生
、
校
長
、

交
流
担
当
教
諭
か

ら
温
か
く
迎
え
ら

れ
、
生
徒
達
は

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先

の
人
と
対
面
し
て

各
家
庭
へ
向
か
い

ま
し
た
。

二
日
目
、
生
徒
達
は
疲
れ
を
も
の

と
も
せ
ず
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
市
グ
ラ

ン
ビ
ル
ア
イ
ラ
ン
ド
で
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
に
挑
戦
。
こ
の
島
は
工
業
地

域
だ
っ
た
も
の
が
再
開
発
と
な
り
、

教
育
機
関
、
芸
術
家
、
商
業
施
設
な

ど
が
参
入
再
生
し
、
多
く
の
人
々
で

賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
新
旧
異
業
種

の
特
性
を
フ
ル
活
用
し
た
展
開
に
目

を
見
張
り
ま
し
た
。

休
日
を
は
さ
ん
で
四
日
目
は
い
よ

い
よ
学
校
で
授
業
体
験
。
同
校
は
所

謂
中
高
一
貫
校
で
、
Ｉ
Ｔ
等
専
門
分

野
の
育
成
や
他
校
連
携
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
な
ど
進
路
を
視
野
に
入
れ
、
基
本

的
校
則
遵
守
が
厳
し
い
一
方
、
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
の
校
内
コ
ス
プ
レ
や
イ
ベ
ン

ト
は
容
認
さ
れ
、
個
性
と
自
主
・
自

立
性
を
育
む
独
特
の
教
育
方
針
を
感

じ
ま
し
た
。
五
日
目
は
北
島
中
学
校

と
姉
妹
校
提
携
を
結
ぶ
ア
ー
ル
マ
リ

オ
ッ
ト
校
へ
表
敬
訪
問
。
校
長
の
校

内
ツ
ア
ー
後
に
協
議
を
行
い
ま
し
た

が
、
近
年
同
校
エ
リ
ア
の
学
生
が
急

増
し
て
新
校
舎
が
必
要
な
ど
、
学
校

運
営
で
多
忙
を
極
め
る
実
情
を
知
ら

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
カ
ナ
ダ
の
学

生
に
北
島
へ
来
て
も
ら
う
た
め
、
本

町
の
Ｐ
Ｒ
も
行
い
ま
し
た
。

タ
マ
ナ
ウ
ィ
ス
校
最
終
日
は
関
係

者
全
員
が
集
い
、
そ
こ

で
北
島
の
生
徒
達
は

堂
々
と
英
語
で
発
言
し
、

阿
波
踊
り
な
ど
を
通
じ

て
交
流
を
行
い
、
全
日

程
を
終
了
し
た
後
に
名

残
惜
し
い
気
持
ち
を
抑

え
な
が
ら
別
れ
を
告
げ

ま
し
た
が
、
瞬
く
間
の

全
九
日
間
で
し
た
。

初
め
て
の
地
で
健
闘

し
た
生
徒
達
に
は
今
回

の
経
験
を
ス
テ
ッ
プ
に

し
て
更
に
飛
躍
し
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
、
ま

た
こ
の
貴
重
な
事
業
の

継
続
と
発
展
を
望
ん
で

い
ま
す
。

カカ
ナナ
ダダ
でで
のの
研研
修修
生生
活活
77
泊泊
99
日日

カ
ナ
ダ
へ
到
着
し
た
日
、
研
修
生

た
ち
が
緊
張
し
た
面
持
ち
で
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
挨
拶
を
交
わ
し
、
引

き
受
け
ら
れ
て
行
く
姿
を
、
少
し
心

配
な
気
持
ち
で
見
送
り
ま
し
た
。
し

か
し
翌
日
、
楽
し
そ
う
に
フ
ァ
ミ

リ
ー
自
慢
を
す
る
姿
に
、
杞
憂
で
あ

っ
た
と
安
心
し
ま
し
た
。
日
本
と
の

違
い
だ
け
で
な
く
、
家
庭
毎
に
食
事
、

休
日
の
過
ご
し
方
な
ど
も
全
く
違
い
、

そ
れ
も
楽
し
ん
で
受
け
入
れ
て
い
る

よ
う
で
し
た
。

研
修
先
の
タ
マ
ナ
ウ
ィ
ス
校
は
セ

カ
ン
ダ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
（
五
年
制
）

で
、
学
生
た
ち
は
学
び
た
い
こ
と
や

将
来
を
自
分
で
考
え
授
業
を
選
択
し
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
精
神

的
に
も
大
人
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
バ
デ
ィ
（
学
校
生
活
を
共
に

す
る
生
徒
）
た
ち
は
中
学
生
ら
し
く

明
る
く
賑
や
か
で
、
研
修
生
を
友
好

的
に
歓
迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。
最
終

日
に
は
、
約
四
か
月
か
け
て
作
り
上

げ
た
文
化
交
流
会
を
開
催
し
、
多
く

の
生
徒
が
集
ま
り
、
阿
波
踊
り
や
折

り
紙
、
独
楽
を
披
露
し
、
大
盛
況
で

し
た
。

中
学
生
と
い
う
多
感
な
時
期
で
の

今
回
の
研
修
は
、
自
身
の
視
野
を
広

げ
る
た
め
に
も
、
精
神
的
な
成
長
の

た
め
に
も
す
ご
く
良
い
経
験
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
バ
デ
ィ
や
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
ご
縁
は
絶
や

さ
ず
に
、
今
後
も
大
切
に
し
て
欲
し

い
と
願
い
ま
す
。

今
後
も
本
事
業
を
通
じ
て
、
北
島

町
か
ら
よ
り
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が

国
際
的
な
感
覚
を
備
え
、
よ
り
積
極

的
に
、
様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

バディ達のお出迎え

ＥＳＬ講師（キム先生）による講義
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城
ノ
内
中
学
校
二
年

阿

部

実
以
奈

私
は
こ
の
研
修
で
自
分
の
力
を
試

し
、
カ
ナ
ダ
に
行
く
前
よ
り
英
語
に

自
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

自
分
の
言
い
た
い
こ
と
を
英
語
で
伝

え
る
の
は
、
私
に
と
っ
て
時
間
も
勇

気
も
い
る
こ
と
で
し
た
が
、
日
本
の

こ
と
や
北
島
町
の
こ
と
を
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
や
バ
デ
ィ
ー
と
た
く
さ
ん

話
す
う
ち
に
、
自
然
と
英
語
で
交
流

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
お
別
れ

の
時
に
「
今
度
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に

来
る
と
き
は
ま
た
私
た
ち
の
家
に
泊

ま
っ
て
ね
。」
と
言
っ
て
く
れ
て
、

私
も
今
よ
り
も
っ
と
英
語
を
話
せ
る

よ
う
に
な
っ
て
ま
た
会
い
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

北
島
中
学
校
三
年

大

西

悠

翔

僕
は
カ
ナ
ダ
の
国
際
交
流
研
修
で
、

数
多
く
の
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
一
番
印

象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
や
タ
マ
ナ
ウ
ィ
ス
校
の
先

生
と
生
徒
の
み
ん
な
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
先
の
地
域
の
人
達
と
英
語
で
会
話

し
た
こ
と
で
す
。
初
め
は
不
安
や
緊

張
で
、
な
か
な
か
自
分
か
ら
は
話
し

か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
も
、
カ
ナ
ダ
の
人
達
は
フ
レ
ン
ド

リ
ー
で
、
僕
に
積
極
的
に
話
し
か
け

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、

滞
在
の
後
半
で
は
、
自
分
か
ら
話
し

か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
思
い
や
り
や
優
し
い
心
は
、
国

や
言
語
の
壁
を
超
え
て
人
と
人
と
を

結
ぶ
の
だ
な
と
実
感
で
き
た
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
と
な
り
ま
し
た
。

北
島
中
学
校
二
年

川

田

湖

雪

私
が
カ
ナ
ダ
に
行
っ
て
学
ん
だ
こ

と
は
、
上
下
関
係
が
な
い
こ
と
で
す
。

タ
マ
ナ
ウ
イ
ス
校
は
、
日
本
で
い
う

と
中
二
か
ら
高
三
ま
で
の
約
千
八
百

人
の
生
徒
が
通
う
非
常
に
大
き
な
学

校
で
す
。
そ
こ
で
は
、
先
輩
、
後
輩

と
い
う
概
念
が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

私
の
バ
デ
ィ
は
十
六
歳
で
す
が
十
三

歳
、
十
七
歳
の
年
齢
も
国
籍
も
違
う

二
人
と
仲
が
良
い
の
で
す
。
私
は
そ

の
自
由
な
交
流
に
と
て
も
驚
き
ま
し

た
。
き
っ
と
、
た
ぶ
ん
私
が
驚
い
て

い
る
こ
と
も
、
良
く
も
悪
く
も
上
下

関
係
が
厳
密
に
定
め
ら
れ
て
い
る
日

さ
が

本
人
な
ら
で
は
の
性
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
私
は
今
ま
で
の
上
下
関
係

も
保
ち
つ
つ
更
に
柔
和
に
交
流
関
係

を
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

北
島
中
学
校
二
年

田

岡

紗

季

私
は
今
回
の
北
島
町
国
際
交
流
事

業
に
参
加
し
て
、
貴
重
な
体
験
を
た

く
さ
ん
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
の

出
来
事
が
か
け
が
え
の
な
い
思
い
出

で
す
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
は
、

私
が
話
す
つ
た
な
い
英
語
を
聞
き
取

ろ
う
と
し
て
く
れ
、
と
て
も
親
切
に

接
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
と
て

も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

最
初
は
緊
張
と
不
安
し
か
感
じ
て

い
な
か
っ
た
け
ど
、
帰
っ
て
き
た
と

き
に
は
新
た
に
目
標
を
見
つ
け
る
こ

と
が
出
来
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
尻
込
み
す
る
こ
と
な
く
、
様
々
な

こ
と
に
意
欲
的
に
取
り
組
み
、
夢
の

実
現
に
向
け
て
日
々
努
力
を
重
ね
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

北
島
中
学
校
二
年

煙

草

涼

夏

私
は
約
一
週
間
、
カ
ナ
ダ
の
国
際

交
流
研
修
に
行
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
一
番
楽
し
か
っ
た
の
は
、

授
業
体
験
で
す
。
バ
デ
ィ
は
と
て
も

優
し
か
っ
た
し
、
友
達
も
た
く
さ
ん

出
来
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

次
の
日
か
ら
早
速
授
業
が
始
ま
り

ま
し
た
。

内
容
が
高
校
レ
ベ
ル
だ
っ
た
の
で

と
て
も
難
し
か
っ
た
で
す
。
私
は
フ

ラ
ン
ス
語
の
歌
っ
て
覚
え
る
授
業
が

一
番
楽
し
か
っ
た
で
す
。

私
は
、
国
際
交
流
研
修
を
通
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
楽
し

さ
や
英
語
の
大
切
さ
が
分
か
り
ま
し

た
。
ま
た
、
友
達
に
会
い
に
カ
ナ
ダ

に
行
き
た
い
で
す
。

城
ノ
内
中
学
校
二
年

綱

野

祐

貴

今
回
の
国
際
交
流
研
修
で
は
、
日

本
で
学
べ
な
い
こ
と
を
た
く
さ
ん
知

り
、
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

な
か
で
も
一
番
驚
い
た
の
は
、
訪

問
し
た
学
校
で
の
授
業
ス
タ
イ
ル
で

す
。
一
つ
の
授
業
が
長
く
、
授
業
中

は
生
徒
同
士
の
会
話
が
飛
び
交
い
、

と
に
か
く
賑
や
か
で
し
た
。
ま
た
、

休
み
時
間
は
大
勢
の
生
徒
が
一
斉
に

移
動
し
、
バ
デ
ィ
に
つ
い
て
行
く
だ

け
で
も
大
変
で
し
た
。

カ
ナ
ダ
で
の
生
活
を
経
験
し
た
こ

と
で
、
改
め
て
日
本
の
良
さ
に
気
づ

き
ま
し
た
。
外
国
へ
行
っ
た
時
に
、

日
本
や
北
島
町
の
良
さ
を
詳
し
く
伝

え
ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
は
様
々

な
経
験
を
し
、
知
識
を
増
や
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

北
島
中
学
校
三
年

長

尾

香

穂

私
は
カ
ナ
ダ
に
行
く
前
に
不
安
だ

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は

私
の
英
語
力
と
、
内
気
な
自
分
の
性

格
で
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
不
安
は
す
ぐ

に
解
消
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
学
校

で
フ
レ
ン
ド
リ
ー
に
接
し
て
く
れ
た

バ
デ
ィ
や
友
達
、
親
切
な
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
の
暖
か
い
人
柄
の
お
か
げ

で
す
。

私
は
こ
れ
か
ら
今
回
お
世
話
に
な

っ
た
方
た
ち
に
、
再
び
会
え
て
も
恥

ず
か
し
く
な
い
様
に
英
語
の
勉
強
に

励
ん
で
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
カ
ナ
ダ
で
の
経
験
を
こ

れ
か
ら
の
生
活
に
活
か
し
て
い
き
た

い
で
す
。

研
修
先
の
タ
マ
ナ
ウ
ィ
ス
校
前
に
て

姉
妹
校
の
ア
ー
ル
マ
リ
オ
ッ
ト
校

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
て

2018．12 町報（９）



北
島
中
学
校
三
年

林

慶
汰
郎

今
回
の
カ
ナ
ダ
で
の
研
修
で
は
日

本
と
の
文
化
の
違
い
を
学
び
、
日
本

で
は
で
き
な
い
よ
う
な
貴
重
な
体
験

を
沢
山
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

始
め
は
上
手
く
会
話
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
け
れ
ど
時
間
が
た
つ

に
つ
れ
て
少
し
ず
つ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取
れ
る
よ
う
に
な
り
と
て

も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

カ
ナ
ダ
は
色
々
な
人
種
や
宗
教
が

共
存
し
て
い
て
と
て
も
素
晴
ら
し
い

国
だ
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
カ
ナ

ダ
の
人
々
は
と
て
も
明
る
く
フ
レ
ン

ド
リ
ー
で
、
沢
山
話
し
か
け
て
く
れ

ま
し
た
。

今
回
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
し

っ
か
り
将
来
に
活
か
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

北
島
中
学
校
三
年

板

東

愛

桜

こ
の
国
際
交
流
研
修
を
通
し
て
異

文
化
に
触
れ
、
自
分
の
視
野
を
広
げ

る
こ
と
が
で
き
る
と
て
も
貴
重
な
経

験
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
と
な
い
機

会
な
の
で
現
地
の
人
に
積
極
的
に
話

し
か
け
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
た
が
、

語
学
力
が
足
り
ず
考
え
て
い
る
こ
と

が
思
う
よ
う
に
伝
わ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
や
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
出
会
っ
た
方
が

私
の
話
を
理
解
し
よ
う
と
努
め
て
く

れ
た
お
か
げ
で
、
と
て
も
充
実
し
た

一
週
間
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
研
修
で
の
経
験
を
活
か
し
、

今
後
も
語
学
力
の
向
上
に
努
め
、
国

際
的
視
野
を
広
げ
て
い
け
る
よ
う

色
々
な
事
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
で

す
。北

島
中
学
校
二
年

福

田

大

翔

「
ち
ゃ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
れ
る
か
な
…
」

不
安
と
緊
張
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
け

ど
、
タ
マ
ナ
ウ
ィ
ス
校
に
入
っ
て
僕

の
心
配
は
一
瞬
で
消
え
ま
し
た
。

バ
デ
ィ
ー
も
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
も
自

分
が
想
像
し
て
た
よ
り
と
て
も
フ
レ

ン
ド
リ
ー
で
、
向
こ
う
か
ら
積
極
的

に
話
し
か
け
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。

自
分
が
話
し
か
け
た
時
に
は
色
々
な

人
が
答
え
よ
う
と
し
て
く
れ
た
の
も

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
お
か
げ

で
不
安
だ
っ
た
日
々
の
学
校
生
活
を

楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
の
時
み
ん
な
が
自
分
に
し
て
く

れ
た
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
ど
ん
な
と

き
も
積
極
的
に
人
と
関
わ
り
、
話
し

か
け
た
り
、
も
っ
と
色
々
な
人
の
話

を
聞
い
て
み
た
い
で
す
。

こ
の
カ
ナ
ダ
研
修
は
驚
き
と
発
見

の
連
続
で
、
あ
っ
と
い
う
間
の
一
週

間
で
し
た
。
こ
の
研
修
で
経
験
し
た

こ
と
を
活
か
し
て
自
分
の
可
能
性
を

も
っ
と
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

北
島
中
学
校
二
年

フ
レ
ミ
オ
恵
玲
奈

カ
ナ
ダ
で
の
生
活
は
、
は
じ
め
て

み
る
も
の
や
す
る
こ
と
ば
か
り
で
、

全
て
が
新
鮮
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

学
校
や
市
内
で
の
暮
ら
し
は
、
最
初

は
不
安
が
大
き
く
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
や
バ
デ
ィ
に
も
上
手
く
話
し
か

け
ら
れ
ず
大
変
で
し
た
が
、
み
ん
な

と
て
も
優
し
く
接
し
て
く
れ
て
、
最

後
の
日
に
は
な
ん
の
難
も
な
く
会
話

を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
特
に
、

何
度
も
聞
き
返
し
た
り
、
わ
か
ら
な

か
っ
た
り
し
て
も
、
私
に
わ
か
る
よ

う
に
詳
し
く
説
明
し
て
く
れ
た
り
、

面
倒
を
よ
く
見
て
く
れ
た
ホ
ス
ト
マ

ザ
ー
に
は
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

バ
デ
ィ
も
お
土
産
を
あ
げ
た
ら
す
ご

く
喜
ん
で
く
れ
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

国
籍
が
違
っ
て
も
、
話
す
言
葉
が
違

っ
て
も
、
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
は

出
来
る
、
そ
ん
な
す
ば
ら
し
い
体
験

を
私
は
こ
の
事
業
で
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

こ
の
素
晴
ら
し
い
体
験
を
、
少
し

で
も
未
来
に
生
か
し
て
い
き
た
い
で

す
。
そ
し
て
、
誰
も
が
出
身
国
な
ど

を
問
わ
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
ん
な
世

の
中
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

生
光
学
園
中
学
校
二
年

松

永

美
沙
希

私
が
今
回
の
カ
ナ
ダ
研
修
旅
行
で

多
く
の
体
験
を
し
、
す
ば
ら
し
い
学

び
が
あ
り
ま
し
た
。
初
め
て
フ
ラ
ン

ス
語
を
学
ん
だ
り
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の
カ
ナ
ダ

の
人
た
ち
の
温
か
さ
に
触
れ
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

日
本
の
文
化
や
伝
統
を
海
外
の
方
に

伝
え
る
た
め
に
は
英
語
力
が
必
要
だ

と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
私

は
日
本
の
す
ば
ら
し
さ
を
世
界
に
伝

え
ら
れ
る
よ
う
さ
ら
に
英
語
力
を
伸

ば
せ
る
よ
う
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い

ま
す
。北

島
中
学
校
二
年

水

本

咲

希

初
め
て
の
海
外
。
私
は
、
英
語
が

大
好
き
で
す
。
そ
れ
が
、
こ
の
研
修

に
参
加
し
た
き
っ
か
け
で
す
が
、
ま

だ
十
分
に
は
話
せ
ま
せ
ん
。
で
も
、

バ
デ
ィ
や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
英

語
で
会
話
し
た
体
験
が
と
て
も
楽
し

く
感
じ
、
改
め
て
、
も
っ
と
英
語
を

話
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
学
校
の
授
業
も
日
本
と
の
違

い
は
多
か
っ
た
で
す
が
、
私
は
、
フ

ラ
ン
ス
語
の
授
業
が
一
番
印
象
に
残

っ
て
い
ま
す
。
海
外
に
は
、
様
々
な

文
化
や
言
語
が
有
り
、
そ
れ
を
学
び
、

い
ろ
ん
な
国
に
行
き
そ
こ
で
出
会
っ

た
人
々
と
触
れ
合
う
機
会
を
も
っ
と

持
ち
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

北
島
中
学
校
二
年

和

田

奈

弦

カ
ナ
ダ
で
の
研
修
は
私
に
と
っ
て

と
て
も
貴
重
な
体
験
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
、
学
校
は
日
本
と
の
違
い
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
日
本

は
す
べ
て
の
教
科
を
平
等
に
勉
強
で

き
ま
す
が
、
カ
ナ
ダ
は
自
分
で
教
科

を
選
ん
で
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

し
か
も
、
席
は
日
本
み
た
い
に
固
定

で
は
な
く
、
教
室
ご
と
に
自
由
に
座

っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
昼
食
も
弁

当
を
持
参
す
る
か
、
カ
フ
ェ
テ
リ
ア

で
自
由
に
食
べ
ま
す
。
私
は
い
い
な

と
思
う
所
も
あ
っ
た
け
ど
、
自
分
の

責
任
が
少
し
大
き
く
感
じ
ま
し
た
。

私
も
成
長
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
い
ま
し
た
。

現地生徒たちと阿波踊りしたよ

2018．12 町報 （１０）
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菊菊
花花
展展
をを
開開
催催
しし
まま
しし
たた

ま
ち
み
ら
い
課

北北島島町町防防災災訓訓練練をを実実施施ししままししたた
北島町では、11月11日㈰に北島中学校において防災訓練を行いました。
この訓練では、巨大地震の発生により、町内で震度6強を観測し、津波の恐れがあるという想定のもと、訓練

開始の合図として「防災行政無線」と「北島町防災・情報メール」を使用して町内全域に北島中学校への避難を
呼びかけたところ、関係者を含む総勢750名の参加がありました。
今年度の訓練テーマは『連携』。実際に災害が起きて被災地になれば、多くの協力が必要になります。初期消
火や避難者の誘導には“消防団”、救出・救助・捜索には“消防署”と“警察署”、避難所として利用する“学校”、
その建物が地震の揺れで傷んでいないかを判定する“建築士会”、避難所運営を担う“自主防災会”やその手伝
いをする“中学生”、女性ならではの困り事を相談できる“女性防災会”、全国から駆けつけるボランティアを総
括する“社会福祉協議会”など、災害に備えて多くの団体とのつながりを築き、確認した訓練になりました。
それと共に、高齢者施設や障がい者、外国人の方など、避難する際に支援が必要な方々も訓練に参加できるよ

うに、手話通訳者や車いす、
徒歩で避難できない人のため
の要配慮者用駐車場を設ける
などの準備も行いました。
北島町では、今後も「支援
をする人々」と「支援を受け
る人々」とが、共に連携して
いくための取り組みを続け、
災害時に備えていきたいと考
えております。是非、みなさ
まもこの連携に加わってくだ
さいますよう、よろしくお願
いします。
危機情報管理課

（☎698‒9807）炊き出し訓練

今
年
で
三
十
一
回
目
と
な
る
北
島

町
菊
花
展
を
、
十
月
二
十
七
日
か
ら

十
一
月
四
日
ま
で
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
サ
ン
ラ
イ
フ
北
島
前
が
色
鮮
や

か
に
彩
ら
れ
、
菊
の
香

り
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

北
島
町
花
と
盆
栽
の

会
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ

た
花
壇
に
は
、
き
ら
び

や
か
な
大
菊
や
可
憐
な

小
菊
な
ど
、
丹
精
こ
め

て
育
て
ら
れ
た
多
数
の

菊
が
飾
ら
れ
ま
し
た
。

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
様
に
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

2018．12 町報（１１）



祝祝
第第
二二
位位

北北
島島
町町
老老
人人
クク
ララ
ブブ
連連
合合
会会
！！

高高
齢齢
者者
自自
転転
車車
安安
全全
運運
転転
競競
技技
大大
会会

十
月
二
十
七
日
㈯
に
、
徳
島
県
運

転
免
許
セ
ン
タ
ー
に
て
、
高
齢
者
自

転
車
安
全
運
転
競
技
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
県
内
各
老
人
ク
ラ
ブ
か

ら
十
一
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
指
定

コ
ー
ス
で
の
安
全
走
行
と
、
交
通

ル
ー
ル
な
ど
の
学
科
テ
ス
ト
の
合
計

点
を
競
い
ま
し
た
。
北
島
ク
ラ
ブ
は

出
場
チ
ー
ム
の
中
で
、
唯
一
学
科
テ

ス
ト
で
満
点
を
取
り
、
ほ
と
ん
ど
完

璧
な
安
全
走
行
と
で
見
事
第
二
位
と

な
り
ま
し
た
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
！

板
野
東
部
地
区
交
通

安
全
教
育
推
進
協
議

会当
日
参
加
の
皆
さ
ん

右
か
ら

菊
川

昇
さ
ん

音
澤

興
夫
さ
ん

原
田

憲
一
さ
ん

大
石

淑
子
さ
ん

音
澤

郁
子
さ
ん

田
代
八
重
美
さ
ん

指
導
員

小
松

邦
子
さ
ん

12月29日㈯は①～④全コース可燃ごみの収集を実施します。

12月30日㈰から1月3日㈭までは収集はありません。

年内の粗大・不燃ごみの持ち込みは、12月28日㈮までです。

年始は1月4日㈮からの開始となります。年末年始の粗大・

不燃ごみの持ち込みは大変混雑することが予想されますので、

持ち込む際には、粗大ごとに分別して持ち込んでください。

また、受付係が運転免許等による住所確認を行いますので、

すぐに提示ができるようにお手元に準備しておいてください。

ご協力お願いします。

清掃センター ☎698‒4052

今月のごみ対策
啓発優秀ポスター ～年末年始のごみ収集～

北
島
中

上
田

涼
星

～年末年始の粗大・不燃ごみの持ち込み～

11月

13．1㎏

？㎏

10月

14．4㎏

14．7㎏

0．3㎏増

9月

14．1㎏

13．0㎏

1．1㎏減

平成29年

平成30年

増減量

《 ご み ニ ュ ー ス 》

1人あたりの燃やせるごみの排出量

“「ごみの分別、減量、資源化」にご協力をお願いします。”

2018．12 町報 （１２）
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『『敷敷金金』』『『ババイイトト代代』』『『交交通通事事故故』』もも！！

民民事事調調停停でで円円満満解解決決

忙しい毎日の中の困り事

CASE1 敷金が戻ってきません

CASE2 バイト代を払ってもらえません

CASE3 自転車同士ぶつかってしまいました

民事調停

裁判所が当事者の間に入っ
て話し合いを進め、問題の
解決を図る手続です。

平成29年に終了した民
事調停事件のうち60％
近くが実質的に解決し
ています！

平成29年統計（全地方裁判所・簡易裁判所）

調停で話し合う様子（イメージ）

費 用 が 安 い

秘密が守られる

民事調停は有効な
解決手段です。

手続の詳細は
コチラから

詳しくは裁判所のウェブサイトをご覧ください。
http : //www.courts.go.jp/.

▼申立書の書式もこちらです。

▼民事調停制度が分かる動画も配信中！

手 続 が 簡 単

早く解決できる

判決と同じ効果

若若いい人人
ににもも

知知っってて
ほほししいい

2018．12 町報（１３）



防防災災行行政政無無線線デデジジタタルル化化にによよるる新新機機能能ののごご案案内内

北島町では、平成30年4月から防災行政無線をデジタル化して運用しております。
デジタル化による新機能として追加された、「北島町防災・情報メール」の登録方法と、「防災無線メ
ッセージサービス」の利用方法を、引き続きご案内いたします。
町内の4か所に設置している「拡声子局（スピーカー）」からの音声放送については、住民の皆様への
重要な情報伝達手段ではありますが、気密性の高い屋内にいる場合などには、聞き取り難いことがあり
ます。そのため、少しでも多くの方に「北島町防災・情報メール」に、ご登録いただけますようお願い
いたします。

－登録制メール配信サービス「北島町防災・情報メール」－
メール配信サービスに事前登録することにより、防災無線放送内容、緊急情報、北島町からのお知らせ等

が、登録したメールアドレスに文字配信されます。
〇登録方法は、次ページの“「北島町防災・情報メール」登録手順のご案内”をご覧ください。

※防災無線から放送を行う際には、防災情報以外のお知らせであっても、メールが送信されます。
（定時放送している「エーデルワイス」・「夕やけ小やけ」を除きます）

※運用試験等により、実際の防災無線放送内容とは異なる内容が、テストメールとして送信される場合があ
りますが、ご了承ください。

－電話自動応答機能「防災無線メッセージサービス」－
専用ダイヤルに電話をかけることにより、防災無線放送内容を聞き直すことができます。
おかけ間違いのないようにご注意ください。

専用ダイヤル：088‒698‒9850（24時間自動応答）
〇使用方法：専用ダイヤルに電話をかけると、防災無線放送内容が新しい順に流れます。プッシュ回線の
場合は、聞いている途中に電話機の番号をプッシュすると、以下の操作が可能です。

操 作 で き る 内 容

1つ前の内容（新しい防災無線放送内容）を聞く

1つ次の内容（過去の防災無線放送内容）を聞く

今聞いている内容を、もう一度聞き直す

最初の内容（一番新しい防災無線放送内容）から聞き直す

プッシュする番号

1

2

7

8

・放送終了後から24時間以内の防災無線放送内容を聞き直すことができます。また、対象となる放送がな
い場合は、その旨のメッセージが流れます。

・通話料がかかります。
・電話が込み合った場合には、通話中となることがありますので、暫く経ってから電話をおかけ直しくだ
さい。

・定時放送している「エーデルワイス」・「夕やけ小やけ」は除きます。
※運用試験等により、実際の防災無線放送内容とは異なる内容が、防災無線メッセージサービスより流れ
る場合がありますが、ご了承ください。

【お問合せ先】 危機情報管理課 ☎698‒9807

2018．12 町報 （１４）



『『北北島島町町防防災災・・情情報報メメーールル』』登登録録手手順順ののごご案案内内

登録手順

4

登録手順

5

登録手順

6

登録情報変更・退会
登録メールアドレス・登録情報を変更／退会する場合は、
配信されたメールに記載されている URLからマイページに
アクセスし、メニューを選択します。

メールアドレス変更
変更後のメールアドレスを入力し
「入力内容を変更する」ボタンを
押します。
入力したメールアドレス宛に変更
確認メールが届きます。メールを
開いて URLを選択します。
「メールアドレスの変更が完了し
ました」と表示されたら、変更は
完了です。

登録情報変更
配信情報選択画面が表示されます。
登録内容を確認／変更しながら画
面を進みます。
登録完了後に「登録情報変更のお
知らせ」メールが届きます。

退会される方はコチラ
退会の確認画面が表示されます。
「退会する」ボタンを押します。
「退会処理が完了しました。」と
表示されます。
「解約のお知らせ」メールが届き
ます。

クリック

●配信されたメールを削除
してしまった場合は…
「北島町防災・情報メール
登録手順のご案内」に沿っ
て空メールを送信してくだ
さい。
折り返し届く「本登録済の
お知らせ」メールに記載さ
れている URLからマイ
ページにアクセスできます。

アクセス！

メニューを
クリック

配信情報を選択します。

入力内容を確認し、登録します。

登録完了です。

クリック

登録後、「本登録完
了のお知らせ」
メールが届きます。
ご確認ください。

「防災・緊急情報」の
選択は必須となります。

希望する場合は
チェックを入れて下さい。

修正する場合は
「修正する」から
入力画面に戻って
ください。

登録に困ったら
登録についてわからないことがありましたら、
右の QRコードから FAQにアクセスして下さい。
※携帯会社ごとの迷惑メールの設定方法も
ご確認いただけます。
▼FAQ（ヘルプサイト）
https : //service.sugumail.com/kitajima/faq/m/

ご登録の前に
「北島町防災・情報メール」には、メール配信サービスの利
用規約に同意していただいた上で、ご登録をお願いいたします。
また、携帯電話で迷惑メール対策の設定をされている場合は、
次の2つの設定を行ってからご登録をお願いいたします。
●「＠sg-m.jp」ドメイン、あるいは「kitajima@sg-m.jp」
の アドレスからのメールの受信を許可する
●URL付きメールの受信を許可する
※迷惑メール対策の設定をされていない場合でも、より確実
にメールを受信するために、上記の設定をされることを、
強くおすすめ致します。

登録手順

2

迷惑メール設定をしている場合は、事前に「＠sg-m.jp」
のドメインからの受信を許可する設定にしてください。
URLへアクセスできない場合は、Webブラウザを「Cookieを有効に
する」に設定してください。また、携帯電話によっては、この URLへ
アクセスできない機種がありますので、「登録手順2」で届いたメール
をパソコン等のメールアドレスに転送して、次の「登録手順3」に進ん
でください。

登録手順

1

QRコードの読み取りができない場合は下記アドレスに空
メールを送信してください。

t-kitajima@sg-m.jp

登録手順

3

空メール送信画面 URL :
https : //service.sugumail.com/kitajima/

登録用 URLが記載された
メールが届きます。

利用規約をご確認の上、
「メール配信に同意する」ボタンを
押します。

QRコードを読み取り、
サイトにアクセスし、
「空メール」を送信します。

登録には同意が
必要になります。

アクセス！

空メールとは
件名・本文を入力しない
メールの事です。
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優

勝
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

北
島
体
協
シ
ニ
ア
が
初
制
覇
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�������������������

平
成
三
十
年
度
徳
島
県
シ
ニ
ア
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
主
催
Ｇ
リ
ー
グ

（
六
十
八
歳
以
上
）
で
八
勝
一
敗
の

成
績
で
十
年
ぶ
り
の
優
勝
に
輝
き
ま

し
た
。
日
曜
日
の
早
朝
練
習
や
毎
週

火
・
金
の
午
後
の
練
習
の
成
果
が
出

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
選
手
登
録
十
七

名
い
て
八
十
歳
以
上
が
二
名
お
ら
れ

ま
す
。
元
気
で
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま

す
の
で
年
下
の
選
手
も
先
輩
を
目
標

に
し
て
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
優
勝
を
目
標

に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

後列左より

大野 春男 江尻
芝井 進 北村
富永 勝之 太郎八須
竹林 光男 新喜来
吉田 清 鯛浜
森 和雄 中村
碓井 俶司 中村

前列左より

袴田 泰夫 高房
篠原 徹次 高房
大石 逸男 鯛浜
天野 稔治 北村
丸岡 稔和 北村
桝井 美弘 新喜来

当日参加できなかったメンバー

南 博 中村
鈴江 茂美 中村

音澤 興夫 鯛浜
瀬尾 一夫 鯛浜（休部中）

優優

勝勝

北北
島島
中中
学学
女女
子子

駅駅
伝伝第第

2266
回回
全全
国国
中中
学学
校校
大大
会会
県県
予予
選選

【
評
】
二
区
以
降
首
位
を
守
っ
た

北
島
が
快
勝
し
た
。
一
区
湯
浅
が
ト

ッ
プ
と
十
一
秒
差
の
四
位
で
発
進
し
、

二
区
吉
村
が
区
間
二
位
の
好
走
で
羽

ノ
浦
と
ほ
ぼ
並
ぶ
形
で
ト
ッ
プ
に
浮

上
。
三
区
泉
は
二
位
と
の
差
を
十
四

秒
に
広
げ
、
区
間
賞
の
四
区
島
富
が

大
き
く
後
続
を
引
き
離
し
た
。
最
終

五
区
で
久
次
米
が
二
位
に
三
十
三
秒

差
を
つ
け
て
ゴ
ー
ル
し
た
。

女
子
キ
ャ
プ
テ
ン三

年

久
次
米
美
聖

県
駅
伝
大
会
で
は
、
初
優
勝
を
す

る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。

最
初
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、
メ
ン

バ
ー
五
人
が
最
後
ま
で
自
分
の
力
を

出
し
切
れ
る
よ
う
に
走
り
抜
い
た
こ

と
が
、
こ
の
優
勝
に
つ
な
が
っ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。

全
国
駅
伝
大
会
で
は
、
少
し
で
も

自
分
の
記
録
を
縮
め
る
よ
う
意
識
し

て
全
力
で
臨
み
た
い
で
す
。

ま
た
、
一
緒
に
練
習

し
て
き
た
仲
間
と
悔
い

の
な
い
よ
う
に
、
こ
れ

か
ら
の
練
習
を
充
実
さ

せ
、
当
日
は
成
果
を
出

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。応

援
し
て
下
さ
っ
て

い
る
す
べ
て
の
方
々
に

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
に
、
徳
島
県
代
表
と

し
て
恥
ず
か
し
く
な
い

走
り
を
し
て
き
ま
す
。

頑
張
っ
て
き
ま
す
。

県シニアソフトボール大会（Ｇリーグ）で優勝したメンバーの皆さん
写真説明は下記の通りです。

平
成
30
年
11
月
11
日

徳
島
新
聞

朝
刊

���

���

前
列
左
か
ら

幸
路
監
督

久
次
米
美
聖三

年

島
富
花
怜
三
年

泉

遥
花
三
年

吉
村
凜
花
一
年

後
列
左
か
ら

湯
浅
若
葉
一
年

千
代
田
一
咲二

年

谷
菜
々
美
一
年
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優
勝
！

☆
北
島
南
十
字
星
☆
‼

（
徳
島
県
少
年
野
球
連
盟
北
島
大
会
）

第
40
回
徳
島
県
少
年
野
球
連
盟
北

島
大
会
（
8
／
4
〜
8
／
11
、
全
34

チ
ー
ム
参
加
）
が
、
北
島
中
央
公
園

ス
ポ
ー
ツ
広
場
ほ
か
で
開
催
さ
れ
ま

し
た決

勝
戦
で
は
今
年
の
こ
ど
も
野
球

の
つ
ど
い
優
勝
チ
ー
ム
で
あ
る
中
野

島
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
相
手
に
逆
転

に
つ
ぐ
逆
転
の
熱
戦
の
末
、
北
島
南

十
字
星
が
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
で
見
事
優

勝
し
ま
し
た
。

ま
た
、
北
島
南
十
字
星
は
創
部
以

来
初
と
な
る
全
国
大
会
、
第
23
回
高

野
山
旗
全
国
学
童
軟
式
野
球
大
会

（
7
／
27
〜
7
／
31
、
全
57
チ
ー
ム

参
加
）
に
も
出
場
を
果
た
し
て
い
ま

す
。

11
月
15
日
㈭
表
記
親
善
交
流
大
会

が
『
北
島
協
会
主
催
』
で
開
か
れ
ま

し
た
。

土
成
・
上
板
・
板
野
・
藍
住
・
北

島
・
鳴
門
か
ら
精
鋭
8
チ
ー
ム
45
名

が
参
加
し
、
各
2
コ
ー
ト
に
分
か
れ

北
島
チ
ー
ム
は
1
コ
ー
ス
で
各
町
対

抗
の
激
し
い
総
当
り
戦
3
試
合
で
2

勝
1
敗
の
成
績
で
実
力
伯
仲
の
な
か

北
島
チ
ー
ム
が
得
失
点
差
で
引
き
は

な
し
、
優
勝
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

◎
11
月
3
日
北
島
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

部
の
秋
季
月
例
大
会
が
開
か
れ
会
員

全
員
参
加
し
、
3
チ
ー
ム
を
編
成
し

各
チ
ー
ム
2
試
合
の
対
抗
の
交
流
戦

で
楽
し
い
親
睦
の
輪
を
広
め
ま
し
た
。

徳
島
県
健
康
福
祉
祭
交
流
大
会
に
お
い

て
、田
村
さ
ん
が
、ベ
ス
グ
ロ
優
勝
に
輝

い
た
。木
内
さ
ん
が
、本
大
会
及
び
月
例

大
会
で
の
連
続
優
勝
を
達
成
し
た
。

北
島
町
Ｔ
Ｂ
Ｇ

協
会
だ
よ
り

月
・
日

大

会

名

称

チ
ー
ム・
人
員

成

績

グ
ロ
ス
ネ
ッ
ト

10
・
21

第
二
十
五
回
全
国
ふ
れ
あ
い
大
会（
雲
南
市
）

場
所

加
茂
中
央
公
園
ふ
れ
あ
い
の
丘

179
名

女
子
の
部

六
位
岡
部

文
子

九
位
大
松
ツ
タ
エ

7781

11
・
3

第
二
十
四
回
徳
島
県
健
康
福
祉
祭
交
流
大
会

場
所

親
水
公
園
ゆ
と
り
芝
コ
ー
ス

45
名

男
子
ゴ
ー
ル
ド

優
勝

高
橋

徳
次

二
位

鎌
田

勲

三
位

志
内

貞
夫

788691

666871

男
子
シ
ニ
ア

優
勝

田
村

健
治

二
位

中
村

芳
正

三
位

前
川

誠
治

7210081

596465

女
子
ゴ
ー
ル
ド

優
勝

木
内
百
合
子

二
位

志
津

君
子

三
位

井
向

金
子

8885107

617171

女
子
シ
ニ
ア

優
勝

阿
部
美
恵
子

二
位

大
松
ツ
タ
エ

三
位

谷
下

廣
子

787989

686973

ベ
ス
グ
ロ

田
村

健
治

72

10
・
27

十
月
度
ペ
ア
マ
ッ
チ
大
会

場
所

親
水
公
園
ゆ
と
り
芝
コ
ー
ス

28
名

優
勝

野
中

正
・
筒
井

英
幸

二
位

下
川

利
雄
・
志
内

康
訓

三
位

岡
部

一
紀
・
福
島
規
矩
夫

808584

656768

11
・
10

十
一
月
度
月
例
大
会

場
所

親
水
公
園
ゆ
と
り
芝
コ
ー
ス

34
名

優
勝

木
内
百
合
子

二
位

山
村

武
司

三
位

谷
下

廣
子

977984

707273

6
町
ふ
れ
合
い

藍
住
大
会
開
く

優
勝
1
コ
ー
ト
北
島
チ
ー
ム

北
島
町

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

部
だ
よ
り

【北島南十字星全試合結果】

1回戦 ◎16－0 加茂谷・横見連合
2回戦 ◎7－0 岩脇リバースターズ
3回戦 ◎5－2 生比奈少年野球クラブ
準決勝 ◎11－3 櫛渕少年野球チーム
決 勝 ◎10－9 中野島スポーツ少年団

最優秀選手 上田絆理（北島南十字星）
優秀選手 菊川凌雅（北島南十字星）

新
入
部
員
募
集
‼

た
だ
今
、
北
島
南
十
字
星
で
は
新
入
部
員
を
募
集
中

で
す
。
お
気
軽
に
見
学
・
体
験
に
お
越
し
下
さ
い
。

平
日
練
習
日

水
・
木
・
金
（
17
時
半
〜
）

お
問
合
せ
先

保
護
者
代
表

山
口

和
也

（
0
9
0
―
6
2
8
8
―
8
5
3
）
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北北
島島
北北
公公
園園
総総
合合
体体
育育
館館

（（
ササ
ンン
フフ
ララ
ワワ

ドド

ムム
））
だだ
よよ
りり

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

◎
行
事
予
定
（
12
月
・
1
月
）

★
12
月
16
日
・
23
日

徳
島
県
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

★
12
月
22
日

第
24
回
阿
波
銀
行
杯
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

★
1
月
6
日

平
成
31
年
徳
島
県
剣
道
連
盟
稽
古
始

め★
1
月
13
日

徳
島
県
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

★
1
月
20
日

春
の
全
国
小
学
生
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大

会
徳
島
県
予
選

★
1
月
26
日

北
島
町
少
年
少
女
駅
伝
大
会

◎
年
末
年
始
の
休
館
等
に
つ
い
て

12
月
29
日
㈯
か
ら
1
月
3
日
㈭
ま

で
は
年
末
年
始
の
休
館
で
す
。
な
お
、

12
月
28
日
㈮
と
1
月
4
日
㈮
は
、
午

後
5
時
で
閉
館
し
ま
す
。

徳
島
県
健
康
福
祉
祭
「
ネ
ン
リ
ン
ピ

ッ
ク
」
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

期
日

10
月
20
日
㈯

参
加
数
535
名

場
所

吉
野
川
南
岸
運
動
広
場

男
性
の
部

第
4
位

忠
津

重
美2

Ｒ
31
打
㋭
2

（
北
島
町
Ｇ
Ｇ
協
会
関
係
の
み
）

第
45
回
板
野
郡
Ｇ
Ｇ
協
会
藍
住
大
会

期
日

10
月
24
日
㈬

参
加
数
126
名

場
所

藍
住
町
名
田
橋
河
川
敷
グ
ラ

ウ
ン
ド

第
5
位

中
村

榮
次3

Ｒ
55
打
㋭
2

（
北
島
町
Ｇ
Ｇ
協
会
関
係
の
み
）

11
月
度
月
例
杯

期
日

11
月
2
日
㈮

参
加
数
32
名

場
所

北
島
町
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

優

勝

勢
井

明
美

28
打
㋭
3

準
優
勝

勢
井

梅
吉

33
打
㋭
2

第
3
位

原
田

礼
子

33
打
㋭
2

準
優
勝
と
第
3
位
は
33
打
で
プ
レ
ー

オ
フ

第
4
位

福
原

茂
子

35
打
㋭
1

第
5
位

山
田

栄
子

36
打
㋭
2

北
島
町
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
協
会
だ
よ
り

チーム Ａ
中2
中2
中1
中1
中1
小6

小2

原 大純
藤原 亜光
森 智優
吉田 琴音
藤川 紗良
多田 幸平

寺坂 奏良

Ａ

Ｂ

Ｃ

チーム Ｂ
中2
中2
中1
中1
中1
小4
小4
小1

後藤 大智
宮城 叶恵
勝間 遥音
吉野 美海
炭谷 日陽
猪俣めぐる
米田野乃花
後藤 花姫

Ａ

Ｂ

Ｃ

チーム Ｃ
中2
中2
欠
中1
中1
小4
小4
小2

森吉 新
中林 瑠南
山側 翔
天羽 優衣
中野 悠香
林 さら
四宮 怜詩
林 秋光

Ａ

Ｂ

Ｃ

チーム Ｄ
中2
中2
中1
中1
中1
小6
小3
小1

久我 拓生
井上 雅
三木 颯真
鳴石 仁
小林 莉奈
林 はな
後藤 姫奈
四宮 琉聖

Ａ

Ｂ

Ｃ

チーム Ｅ
中2
中2
中1
中1
中1
小6
小5
保

横山 将暉
島本 萌
落合 泰知
森 誠
藤澤 梨都
川尻 栞那
林 亜桜羽
後藤 姫桜

Ａ

Ｂ

Ｃ

チーム Ｆ
中2
小6
中2
中1
中1
中1
小4
小4

浜田 雅己
川野 伊吹
有田 沙月
岡田 大河
坂東 咲斗
松山 美愛
森上 弘群
沖野 真悠

Ａ

Ｂ

Ｃ

チーム Ｇ
中2
中1
中2
中1
中1
小4
小2
小4

岡田 来夢
仲川 桔平
和田 奈弦
島谷 哲平
森吉 穂花
川田 鈴菜
曽我井颯斗
藤澤 璃奈

Ａ

Ｂ

Ｃ

チーム Ｈ
中2
中1
中2
中1
中1
小6
欠

内藤 桜
曽我井優斗
橘 莉奈子
蓮林 隼平
澤田 凜子
二川木乃香
寺坂 英大

Ａ

Ｂ

平平成成3300年年度度 第第2277回回北北島島町町
ババドドミミンントトンン大大会会

5位

3位

4位

7位

6位

8位

優勝

準優勝

チ
ー
ム
Ｇ

優
勝

後
列
左
か
ら

和
田
奈
弦

岡
田
来
夢

森
吉
穂
花

仲
川
桔
平

島
谷
哲
平

前
列
左
か
ら

川
田
鈴
菜

曽
我
井
颯
斗

藤
澤
璃
奈

チ
ー
ム
Ｈ

準
優
勝

後
列
左
か
ら

橘
莉
奈
子

澤
田
凜
子

蓮
林
隼
平

曽
我
井
優
斗

前
列
左
か
ら

内
藤

桜

二
川
木
乃
香

チ
ー
ム
Ｂ

第
3
位

後
列
左
か
ら

後
藤
大
智

宮
城
叶
恵

勝
間
遥
音

吉
野
美
海

炭
谷
日
陽

前
列
左
か
ら

猪
俣
め
ぐ
る

米
田
野
乃
花

後
藤
花
姫
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高高
齢齢
者者
虐虐
待待
予予
防防
講講
演演
会会

『『
高高
齢齢
者者
虐虐
待待
をを
防防
ぐぐ
にに
はは
』』

〜〜
介介
護護
すす
るる
人人
とと
介介
護護
ささ
れれ
るる
人人
がが
、、

一一
緒緒
にに
暮暮
らら
しし
てて
いい
くく
たた
めめ
にに
〜〜

家
族
に
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
ら

…
と
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

「
出
来
る
だ
け
家
で
い
さ
せ
て
あ
げ

た
い
」「
自
分
が
介
護
を
頑
張
れ
ば

い
い
」
と
、
頑
張
り
す
ぎ
て
し
ま
う

方
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
介
護

を
す
る
人
も
、
介
護
を
必
要
と
す
る

人
も
、
健
や
か
に
一
緒
に
暮
ら
し
て

い
く
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
、
講
演
の
中

で
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
日
時
】
一
月
十
七
日
㈭

十
三
時
半
〜
十
四
時
半
頃

【
会
場
】
役
場
七
階
大
ホ
ー
ル

【
申
し
込
み
】
不
要
（
無
料
）

【
講
師
】
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

ぱ
あ
と
な
あ

委
員
長

大
下

直
樹

先
生

【
お
問
合
せ
】

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
六
九
八
―
八
九
五
一
）

子育て支援
「ファミリーコンサート」
を開催しました。

平成30年10月30日㈫北島町立図書館・
創世ホールで未就学児とその保護者を対
象に、徳島県警音楽隊による演奏を楽し
みました。近隣の幼稚園や保育園児も来
場し、一緒に合唱するなど楽しいひとと
きを過ごしました。

北北島島町町長長杯杯争争奪奪
第第2200回回 JJBBDDFF公公認認四四国国ダダンンスス競競技技徳徳島島大大会会
2018年10月21日

町長杯 結果
プロフェッショナルＢ級
［スタンダードの部］
第1位 尾崎 和史・南野 礼子組（大阪）
第2位 田中 悠史・田渕 ゆい組（大阪）
第3位 仲 清志・由良 真澄組（大阪）
第4位 竹内 浩司・竹内 友子組（大阪）
第5位 林 秀明・岡田 有代組（大阪）
第6位 桑重 輝幸・畑山 志織組（京都）
プロフェッショナルＢ級
［ラテンアメリカンの部］
第1位 堂谷 祐介・堂谷 悦子組（徳島）
第2位 管 大輔・奥村 恵都組（大阪）
第3位 中村 耕・笠矢ありさ組（大阪）
第4位 奥村 昌克・青木 千紗組（大阪）
第5位 丸山 大樹・中山 舞組（大阪）
第6位 山先 充芳・武田 佳子組（愛媛）

12
月
23
日
（
日
・
祝
）

上
板
町

野
田
（
五
）
医
院

☎
6
9
4
―
2
0
0
8

12
月
24
日
（
月
・
振
）

上
板
町

友
成
医
院

☎
6
9
4
―
5
5
1
5

12
月
29
日
㈯
〜
1
月
3
日
（
木
）

北
島
町

き
た
じ
ま
田
岡
病
院

☎
6
9
8
―
1
2
3
4

1
月
6
日
㈰

上
板
町

井
関
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
6
3
7
―
6
0
6
6

1
月
13
日
㈰

板
野
町

井
上
病
院

☎
6
7
2
―
1
1
8
5

1
月
14
日
（
月
・
祝
）

板
野
町

三
愛
内
科

☎
6
7
2
―
0
1
7
6

在宅当番医割出表

※
急
に
在
宅
当
番
医
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
し
、
病
院
に

連
絡
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
板
野
東
部
消
防
本
部
（
☎
6
9
8
―

9
1
1
9
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

サンフラワードーム

徳島県警音楽隊による演奏
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12
月
の
お
知
ら
せ

今
月
の
納
税

十
二
月
は
、国
民
健
康
保
険
税（
六

期
）
の
納
期
で
す
。

納
期
限

十
二
月
二
十
八
日
㈮

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前

日
ま
で
に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

税
務
課
☎
六
九
八
―
九
八
〇
三

おお
知知
らら
せせ

社
会
福
祉
協
議
会
職
員
採
用
試
験

【
試
験
区
分
】
児
童
厚
生
員

【
採
用
予
定
人
員
】
若
干
名

【
受
験
資
格
】

・
児
童
厚
生
員

昭
和
五
十
八
年
四
月
二
日
か
ら
平

成
九
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

者
で
、
保
育
士
の
資
格
若
し
く
は
児

童
厚
生
一
級
ま
た
は
二
級
指
導
員
を

取
得
し
て
い
る
者
。
ま
た
は
、
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
当
該
資
格
を
取
得

す
る
見
込
み
の
者
。

【
試
験
日
】

○
第
一
次
試
験
（
筆
記
試
験
）

専
門
試
験
（
保
育
関
係
）

一
月
二
十
日
㈰

○
第
二
次
試
験
（
面
接
試
験
）

二
月
十
一
日
（
月
・
祝
）

【
場
所
】北
島
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
受
付
期
間
】

十
二
月
二
十
五
日
ま
で
（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
平
日
八
時
半
か
ら

十
七
時
十
五
分
ま
で
）。

【
提
出
書
類
】

写
真
を
貼
付
し
た
履
歴
書
と
資
格
等

の
写
し

【
お
申
込
み
・
お
問
合
せ
】

北
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
六
九
八
―
八
九
一
〇

浄
化
槽
法
定
検
査
に
つ
い
て

浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
て
い
る
方
は
、

一
年
に
一
回
、
浄
化
槽
の
水
質
に
関

す
る
検
査
（
法
定
検
査
）
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
浄
化
槽
法
に
規

定
さ
れ
て
お
り
、
業
者
が
行
う
保
守

点
検
・
清
掃
と
は
別
に
受
け
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。

次
の
期
間
に
、
徳
島
県
知
事
指
定

検
査
機
関
で
あ
る
、（
公
社
）
徳
島

県
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー
か
ら
対
象
施

設
に
は
申
込
書
を
送
付
し
、
連
絡
・

訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
期
間
】
十
二
月
十
一
日
㈫
〜

十
二
月
十
九
日
㈬

【
対
象
地
区
】
北
島
町
全
域

【
お
問
合
せ
】

（
公
社
）徳
島
県
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー

☎
六
三
六
―
一
二
三
四

（
お
客
様
相
談
室
）

☎
六
三
六
―
一
一
七
七

催

し

Ｌ
Ｅ
Ｄ
公
園
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

平
成
三
十
年
、
平
成
最
後
の
年
と

な
り
ま
す
。
今
年
も
、
北
島
中
央
公

園
敷
地
内
に
北
島
町
立
保
育
所
の
子

供
た
ち
が
描
い
た
絵
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
利
用
し
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ア
ク
セ
サ

リ
ー
を
作
成
し
て
、
景
観
と
防
犯
を

兼
ね
た
「
光
の
道
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
」
を
設
置
し
ま
す
。

【
日
時
】
十
二
月
十
日
〜

平
成
三
十
一
年
一
月
十
五
日

十
七
時
半
〜
二
十
時
半
（
予
定
）

ま
た
、
北
島
北
幼
稚
園
、
北
島
幼

稚
園
、
北
島
南
幼
稚
園
に
お
い
て
も
、

子
ど
も
た
ち
の
描
い
た
絵
を
ア
ク
セ

サ
リ
ー
に
使
用
し
、
施
設
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

寒
い
日
が
続
く
と
外
出
も
控
え
が

ち
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の

機
会
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
あ
た
た
か
な
光
の
道
を
是
非
楽
し

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

（
公
社
）徳
島
県
建
築
士
会
Ｌ
Ｅ
Ｄ

ク
ラ
ブ

北
島
迷
店
街
Ｔ
Ｖ
ア
ー
カ
イ
ブ
展

【
日
時
】
十
二
月
十
四
日
㈮

〜
十
六
日
㈰

十
時
〜
十
八
時

（
最
終
日
は
十
七
時
ま
で
）

【
場
所
】
北
島
町
立
図
書
館
・
創
世

ホ
ー
ル

二
Ｆ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

【
内
容
】
北
島
町
に
根
づ
く
元
気
な

名
店
を
巡
り
歩
く
、
キ
ュ
ー
テ
レ
ビ

制
作
の
番
組
「
北
島
迷
店
街
」
の
平

成
二
十
八
・
二
十
九
年
度
に
放
送
さ

れ
た
ア
ー
カ
イ
ブ
映
像
十
五
作
品
と
、

各
商
店
の
特
長
を
物
語
る
展
示
を
行

い
ま
す
。（
入
場

無
料
）

【
主
催
】
北
島
町
商
工
会

☎
六
九
八
―
二
二
七
五

募

集

第
五
回
阿
波
・
北
島
町

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

【
テ
ー
マ
】
北
島
町
の
風
景

（
自
然
・
お
店
・
イ
ベ
ン
ト
等
）

【
応
募
資
格
】
ど
な
た
で
も
応
募
可

【
期
間
】
四
月
三
十
日
ま
で
（
消
印

有
効
）

「
一
般
の
部
」

お
一
人
様
何
点
で
も
可
能（
無
料
）

【
各
賞
】
最
優
秀
賞
一
点
賞
金
五
万

円
、
優
秀
賞
一
点
賞
金
二
万
円
、
北

島
町
商
工
会
会
長
賞
一
点
北
島
町
グ

ル
メ
券
二
万
円
、
佳
作
三
点

「
携
帯
の
部
」

お
一
人
様
五
点
ま
で
（
無
料
）

各
賞：

最
優
秀
賞
一
点
北
島
町
グ
ル

メ
券
八
千
円
、
優
秀
賞
三
点
北
島

町
グ
ル
メ
券
四
千
円

【
展
示
】
北
島
町
立
図
書
館
・
創
生

ホ
ー
ル

他

【
主
催
】
北
島
町
商
工
会

応
募
規
定
、
応
募
方
法
等
に
つ
い

て
は
、
チ
ラ
シ
（
商
工
会
、
役
場
に

設
置
）、
商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
商
工
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

公
共
職
業
訓
練

受
講
生
募
集

■
Ｃ
Ａ
Ｄ
機
械
科

■
住
環
境
計
画
科

【
訓
練
期
間
】
六
か
月

〔
二
月
一
日
〜
七
月
二
十
九
日
〕

【
対
象
者
】
公
共
職
業
安
定
所
に
求

職
の
申
し
込
み
を
し
て
い
る
方
な

ど
（
選
考
あ
り
）

【
受
講
料
】
無
料

（
テ
キ
ス
ト
代
等
は
必
要
）

【
募
集
期
間
】
十
二
月
三
日
〜

平
成
三
十
一
年
一
月
七
日

【
お
問
合
せ
】
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

徳
島
☎
六
五
四
―
五
一
〇
二

（
土
日
祝
を
除
く
、
平
日
九
時
〜

十
七
時
）

2018．12 町報 （２０）



（
松
茂
町
役
場
内
） 

☎
六
九
九
―
三
四
四
一 

相
談
電
話
☎
六
九
九
―
六
六
一
一 

板
野
東
部
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

社
会
生
活
が
困
難
に
感
じ
る
若
者
へ
の
支
援
と
は

松
山
大
学
准
教
授
石
川
良
子
氏
の
講
演
か
ら

◆
ひ
き
こ
も
り
の
方
へ
の
見
方
を
考
え

直
す

ひ
き
こ
も
り
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
と

し
て
、「
部
屋
の
中
で
閉
じ
こ
も
っ
て

い
る
。」
等
が
一
般
的
に
想
像
さ
れ
が

ち
で
あ
る
が
、
実
際
は
自
室
に
閉
じ
こ

も
っ
て
い
る
タ
イ
プ
は
十
％
程
度
で
あ

る
。
条
件
付
で
外
出
可
能
な
ど
ひ
き
こ

も
り
に
も
多
種
多
様
な
タ
イ
プ
が
あ
る
。

石
川
氏
は
こ
の
「
外
出
可
能
な
条
件
」

と
は
何
な
の
か
に
着
目
し
、
ひ
き
こ
も

り
当
事
者
が
行
け
る
場
所
・
行
け
な
い

場
所
の
分
か
れ
目
（
境
界
）
に
つ
い
て

聞
き
取
り
を
行
っ
た
。
活
動
が
昼
夜
逆

転
し
、
生
活
が
乱
れ
て
い
る
よ
う
に
み

え
る
が
、
社
会
の
活
動
と
相
反
す
る
形

で
当
事
者
が
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
か
か
ら

な
い
よ
う
な
生
活
ス
タ
イ
ル
で
、
社
会

と
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い
る
と
い
う
。

人
間
は
働
く
こ
と
が
当
た
り
前
と
い
う

価
値
観
が
あ
り
、
就
職
等
で
失
敗
す
る

こ
と
が
許
さ
れ
な
い
よ
う
な
世
の
中
で

あ
り
、
挫
折
し
た
後
の
働
く
機
会
が
与

え
ら
れ
な
い
こ
と
が
ひ
き
こ
も
り
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。
社
会
は
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
の
中
に
あ
る
の
で
、
個
人
個

人
が
ひ
き
こ
も
り
に
対
す
る
見
方
を
考

え
直
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
。

◆
支
援
1：

居
場
所
を
ど
う
作
る
か

ひ
き
こ
も
り
の
方
に
は
「
行
け
る
場

所
」
と
「
行
け
な
い
場
所
」
が
あ
り
、

行
け
る
場
所
（
居
場
所
）
を
増
や
せ
ば

い
い
と
い
う
。
そ
こ
に
居
て
苦
し
く
な

い
と
こ
ろ
を
作
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
支
援
が
導
き
出
さ
れ
る
。
居

場
所
と
し
て
安
全
（
傷
つ
け
ら
れ
な

い
）で
安
心（
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
遵
守
）

で
き
、
風
通
し
の
よ
さ
（
い
ろ
ん
な
人

が
い
る
）
が
あ
れ
ば
理
想
で
あ
る
。
こ

の
三
つ
を
両
立
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
人

間
関
係
の
優
劣
か
ら
競
争
や
争
い
に
な

り
が
ち
で
あ
る
の
で
、人
で
な
く「
場
」

を
支
援
す
る
よ
う
に
す
る
。
そ
こ
が
苦

し
く
な
く
気
持
ち
の
い
い
空
間
で
あ
れ

ば
、
そ
こ
に
い
る
人
も
楽
し
い
思
い
が

で
き
る
。
最
小
限
の
基
本
的
な
ル
ー
ル

や
枠
組
み
を
ス
タ
ッ
フ
で
共
有
し
、
支

援
す
る
側
と
支
援
さ
れ
る
側
が
ど
う
協

力
し
た
ら
い
い
の
か
を
考
え
て
い
く
よ

う
に
す
る
と
、「
場
」
が
生
き
て
く
る
。

◆
支
援
2：

本
人
の
意
志
の
尊
重

支
援
の
大
原
則
は
、「
本
人
の
意
志

を
尊
重
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。
何
が
必

要
な
の
か
、
何
を
目
指
す
の
か
、
何
が

幸
せ
な
の
か
は
本
人
が
決
め
る
こ
と
で

あ
る
。
相
手
を
受
け
入
れ
る
で
も
な
く
、

受
容
す
る
で
も
な
く
、
信
じ
て
み
る
こ

と
が
い
い
支
援
に
結
び
付
く
。

子
ど
も
若
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

相
談
電
話

〇
九
〇
―
一
〇
〇
五
―
六
六
一
一

〇
八
八
―
六
九
九
―
六
六
一
一

メ
ー
ル

w
ish.soudan@

docom
o.ne.jp.

徳島板野警察署広報 ☎698 ‒ 0110

年年 末末 年年 始始 特特 別別 警警 戒戒
平成30年12月1日㈯～平成31年1月10日㈭

年末年始は、各種犯罪や事故の多発が予想されることから、これらを未然に防止するため、12月1日から翌年
1月10日までの間、「年末年始特別警戒」を実施します。
これは、地域社会との協働に主眼をおいた積極的な活動の展開により、警察と地域住民が、警民一体となった

地域安全活動を推進し、県民生活の安全と平穏を確保することを目的として実施されるものです。
期間中は、警察、地域の安全を守る会、自治体、町内会など、地域の安全活動関係団体が相互に連携を図り、

自主防犯意識の高揚と各種防犯活動を推進します。

電電子子ママネネーー詐詐欺欺にに要要注注意意！！
携帯電話に「有料サイトの未納料金が発生しています。」などとショー
トメッセージを送り、連絡をしてきた人に「電子マネー」を買わせる架空
請求詐欺が多発しています。

未納料金の支払いに関して「電子マネー」という文言があれば、
詐欺を疑ってください。

活 動 重 点
○金融機関等を対象とした強盗事件等の未然防止活動の強化

○地域の犯罪情勢に即した効果的な犯罪抑止対策の推進
○特殊詐欺撲滅対策の推進
○暴力団総合対策の推進
○少年非行防止活動の推進
○交通事故防止活動の推進
○雑踏事故の防止

2018．12 町報（２１）
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（10月届分）
（敬称略）

慶慶

弔弔

お
く
や
み

こ
の
た
び
、
平
成
三
十
年
九
月

三
十
日
第
五
十
五
回
県
俳
句
連
盟

大
会
に
応
募
し
、
最
優
秀
県
知
事

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
応
募
句
数

は
三
五
四
〇
句
あ
り
、
そ
の
中
か

ら
選
考
さ
れ
ま
し
た
。
選
者
は
県

内
外
か
ら
十
六
名

で
し
た
。
そ
の
受

賞
句
は
「
帰
省
し

て
す
べ
て
の
刃
物

研
ぎ
に
け
り
」
で

す
。
俳
句
は
私
の

恋
人
で
す
。
私
を

育
て
て
く
だ
さ
っ

た
北
島
町
、
町
報
、
文
化
協
会
、

サ
ン
ラ
イ
フ
教
室
、
キ
ュ
ー
テ
レ

ビ
の
皆
さ
ん
の
お
陰
で
す
。
心
か

ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
俳
句
を

始
め
た
き
っ
か
け
は
、
私
が
尋
常

小
学
校
六
年
生
の
時
、
松
尾
芭
蕉

の
俳
句
を
習
っ
て
い
た
の
で
、
子

供
新
聞
の
募
集
を
見
て
投
句
し
ま

し
た
。
最
優
秀
賞
で
し
た
。
そ
のひる

句
は
「
汗
だ
く
で
土
手
の
開
墾
昼

げ餉
ど
き
」
で
し
た
。
そ
の
時
か
ら

体
に
俳
句
が
棲
ん
で
お
り
ま
す
。

日
記
の
後
、
必
ず
俳
句
を
書
く
よ

う
に
し
ま
し
た
。
平
成
元
年
北
島

町
俳
句
連
盟
が
発
足
し
、
私
は
す

ぐ
に
入
会
し
ま
し
た
。
平
成
三
年
、

病
気
の
た
め
造
園
業
を
廃
業
し
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
は
県
南
の
松
村

ひ
さ
き
先
生
に
入
門
し
、
月
に
一

度
二
十
三
番
札
所
薬
王
寺
ま
で
通

い
、
周
辺
の
神
社
仏
閣
、
海
辺
の

四
季
等
で
吟
行
俳
句
を
学
び
ま
し
た
。

そ
れ
が
六
年
間
続
き
ま
し
た
。
現
在

は
吟
行
俳
句
が
基
本
で
五
感
で
作
っ

て
い
ま
す
。
多
読
、
多
作
、
多
捨
を

心
掛
け
て
い
ま
す
。
心
に
残
る
作
品

は
、
平
成
十
三
年
第
三
十
六
回
正
岡

子
規
顕
彰
全
国
俳
句
大
会
、
選
者
吉

野
義
子
先
生
の
時
、
特
選
で
日
本
一

の
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
入
賞
句

は
「
白
百
合
や
晩
年
の
な
き
子
規
の

墓
」
で
し
た
。
そ
し
て
そ
の
作
品
は

松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館
に
一
年

間
飾
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
平
成

十
五
年
十
月
十
九
日
第
十
六
回
全
国

健
康
福
祉
祭
徳
島
大
会
俳
句
交
流
大

会
当
日
の
部
正
賞
、
徳
島
大
会
々
長

飯
泉
嘉
門
、
特
選
賞
楯
、
大
櫛
静
波

先
生
、
応
募
句
一
二
〇
〇
句
「
鮎
落

ち
て
風
棲
む
村
と
な
り
に
け
り
」
で

し
た
。
入
賞
数
々
あ
る
な
か
で
特
に

印
象
に
残
っ
た
も
の
は
、
百
年
歳
時

記
第
十
八
回
夏
井
い
つ
き
先
生
に
選

ば
れ
た
こ
と
で
し
た
。そ
の
句
は「
栗

落
と
す
竿
青
空
を
滅
多
打
ち
」
で
し

た
。
有
名
俳
人
の
一
句
を
紹
介
鑑
賞

す
る
ペ
ー
ジ
は
世
に
数
々
あ
れ
ど

「
市
井
の
一
品
」
と
も
呼
べ
る
一
句

を
取
り
上
げ
鑑
賞
す
る
記
事
は
そ

ん
な
に
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
百
年

先
に
残
し
た
い
俳
句
、秀
句
、奇
々

怪
々
句
を
見
い
だ
し
、
皆
さ
ん
と

と
も
に
味
わ
お
う
と
い
う
連
載
は

名
づ
け
て
「
百
年
歳
時
記
」
と
言

い
、
夏
井
い
つ

き
先
生
の
目
に

触
れ
た
様
々
な

作
品
を
毎
月
紹

介
し
て
い
ま
す
。

こ
の
記
事
を
見

て
、
俳
句
冥
利

に
尽
き
る
気
が

し
て
い
ま
す
。

賞
状
は
六
十
四
枚
と
な
り
ま
し

た
。
俳
句
の
神
に
合
掌
。

平
成
を
バ
ネ
に
生
き
た
し

初
日
記

芦
月

随筆

（583）

奥
の
細
道

太
郎
八
須

ろ
げ
つ

村
尾

芦
月

品

山

裕

介

沙
緒
理

ゆ
う

り

長
女

結

凛

新
喜
来

小

林

紘

士

鈴

華

お
と

は

二
女

音

花

北

村

前

田

慎

司

さ
や
か

げ
ん

と

二
男

源

斗

鯛

浜

羽

田

圭

志

愛

子

ゆ
う

ま

長
男

悠

真

江

尻

栩

平

和

輝

秀

美

ひ
か
る

長
男

光

鯛

浜

立

石

健

司

麻

琴

い

お

り

長
女

伊
音
莉

鯛

浜

山

本

祐

也

真

由

ほ

だ
か

長
男

帆

高

江

尻

新

森

誠

千

春

す
ず

二
女

鈴

鯛

浜

工

藤

恭

平

槙

け
い

た

長
男

慶

太

江

尻

池

内

琢

真

円

香

ゆ
ず

き

長
男

柚

貴

北

村

松

本

一

也

夏

代

あ
い

か

長
女

逢

花

高

房

長

山

友

憲

由
美
子

お
う

す
け

長
男

旺

資

江

尻

濵

口

正

寛

寿

子

お

と

長
男

於

杜

江

尻

濵

川

信

菜
緒
子

え

ま

長
女

笑

真

北

村

福

井

達

志

妃
里
子

り

く

二
男

理

巧

鯛

浜

坂

本

靖

治

文

美

ゆ
う

ま

長
男

悠

真

中

村

吉

岡

茂

人

佳

代

り

お

長
女

莉

央

中

村

���
檜

貴

大

鯛

浜

近

藤

奈
々
美

鯛

浜

���
ラ
ブ
ギ
ー

タ
シ

徳
島
市

酒

巻

綾

加

高

房

藤

本

計

男
（
84
歳
）
北

村

濱

口

吉

春
（
88
歳
）
鯛

浜

山

口

博
（
91
歳
）
高

房

永

峰

幸

一
（
80
歳
）
鯛

浜

自自衛衛官官（（学学生生））受受付付案案内内
そ の 他

1 試験会場：海上自衛隊徳島教育航空基地
2 試験種目：筆記試験、作文、口述試験、適性検査及び身体検査
詳しい内容については、下記のお問合せ先までご連絡下さい。

1 試験会場（1次試験）：海上自衛隊徳島教育航空基地
2 試験科目：
（1次）筆記試験、作文（2次）口述試験（個別面接）、身体検査

詳しい内容については、下記のお問合せ先までご連絡下さい。

お問合せ先：自衛隊 徳島地方協力本部 鳴門地域事務所（☎685‒5306）
住所：鳴門市撫養町立岩字七枚57

試 験 日

受付時にお知らせしま
す。

1次
平成31年1月19日

2次
平成31年2月1日

～4日

受 付 期 間

年間を通じて行ってお
ります。

平成30年11月1日～
平成31年1月7日

資 格

18～33歳未満の男子

男子で中卒（見込
含）17歳未満の者

募 集 種 目

男 子

一 般

自衛官候補生

高 等 工 科
学 校 生 徒

2018．12 町報 （２２）



今
か
ら
七
年
前
の
東
日
本
大
震
災

の
と
き
、
宮
城
県
気
仙
沼
市
で
は
大

津
波
の
た
め
、
一
隻
の
大
型
船
が
、

海
か
ら
遠
く
離
れ
た
内
陸
部
（
海
岸

か
ら
約
七
五
〇
ｍ
）
ま
で
、
打
ち
上

げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
大
型
船

（
第
十
八
共
徳
丸
、

全
長
六
〇
ｍ
、
三
三

〇
ト
ン
）
は
、
大
震

災
の
あ
と
、
撤
去
さ

れ
る
こ
と
も
な
く
、

そ
の
ま
ま
、
ず
っ
と
、

そ
こ
に
放
置
さ
れ
た

ま
ま
で
し
た
。
他
の

ガ
レ
キ
や
建
物
が
き

れ
い
に
片
付
け
ら
れ

て
も
、
こ
の
大
型
船

だ
け
は
、
そ
の
ま
ま

残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
と
き
、
地
元

で
は
、
こ
の
大
型
船

に
対
し
て
、「
保
存

か
撤
去
か
」
と
い
う

二
つ
の
対
立
し
た
考

え
方
が
あ
る
と
い
う

こ
と
は
知
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、「
絶
対
、
保
存
さ
れ
る
だ
ろ
う
」

と
い
う
私
の
予
想
は
外
れ
、
二
年
半

後
に
、
あ
っ
け
な
く
撤
去
さ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
私
は
、
こ
の
大
型
船

は
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
迫
力
を
も
っ

て
、
後
世
に
伝
え
る
こ
と
の
で
き
る

非
常
に
貴
重
な
「
震
災
遺
構
（
し
ん

さ
い
い
こ
う
）」
だ
と
思
っ
て
い
た

だ
け
に
、
大
き
な
驚
き
と
無
念
さ
を

感
じ
ま
し
た
。（「
震
災
遺
構
」
と
は
、

震
災
に
よ
っ
て
壊
れ
た
建
物
な
ど
、

被
災
の
記
憶
や
教
訓
を
後
世
に
伝
え

る
構
造
物
の

こ
と
で
す
）

当
時
、
気

仙
沼
市
で
は
、

住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取

っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
結

果
、
市
民
の

六
八
・
三
％

の
方
々
が

「
保
存
は
必

要
な
い
」
と

回
答
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

「
保
存
が
望

ま
し
い
」
と

回
答
さ
れ
た

方
々
は
一

六
・
二
％
し

か
い
ま
せ
ん

で
し
た
。「
保

存
の
必
要
は
な
い
」
と
回
答
さ
れ
た

市
民
の
方
々
の
中
に
は
、
船
を
見
る

と
、
あ
の
大
津
波
の
と
き
の
悲
惨
な

状
況
が
思
い
出
さ
れ
る
だ
け
に
、「
船

を
見
た
く
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
を

も
っ
て
お
ら
れ
る
方
が
多
い
と
い
う

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
な
ら
、

理
解
で
き
る
と
思
い
、
私
も
納
得
し

て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
日
が
た
つ
に
つ
れ
て
、

少
し
残
念
な
気
持
ち
が
出
て
き
ま
し

た
。
な
ぜ
な
ら
、
あ
の
「
原
爆
ド
ー

ム
」
は
、「
保
存
」
を
決
定
す
る
ま

で
に
、
約
二
十
年
と
い
う
歳
月
を
か

け
て
い
ま
す
。
当
初
は
、「
原
爆
ド
ー

ム
は
、
被
爆
の
悲
惨
な
思
い
出
に
つ

な
が
る
」
と
し
て
、
原
爆
ド
ー
ム
の

保
存
に
対
し
て
、
多
く
の
市
民
の

方
々
が
反
対
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
一
才
で
被
爆
し
、
十
六
才
で

白
血
病
の
た
め
亡
く
な
っ
た
、
あ
る

被
爆
者
の
遺
品
（
日
記
）
の
中
に
書

か
れ
て
い
た
「
原
爆
ド
ー
ム
だ
け
が
、

原
爆
の
恐
ろ
し
さ
を
後
世
に
訴
え
る

力
を
も
っ
て
い
る
」と
い
う
記
述（
文

章
）
が
、
市
民
の
共
感
を
呼
び
、
署

名
活
動
が
広
が
り
、
広
島
市
が
「
保

存
」
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
当
時
の

広
島
市
長
は
「
原
爆
ド
ー
ム
は
、
市

民
の
悲
痛
な
記
憶
を
え
ぐ
る
誘
因
と

な
っ
て
い
る
が
、
個
々
人
の
感
情
を

離
れ
て
、
残
し
て
お
く
べ
き
だ
」
と

判
断
し
て
、一
九
六
六
年
に「
保
存
」

を
決
定
し
て
い
ま
す
。

気
仙
沼
市
の
大
型
船
も
、「
保
存

か
撤
去
か
」
の
結
論
を
今
回
の
よ
う

に
、
二
年
半
と
い
う
短
期
間
の
う
ち

に
決
定
し
て
し
ま
わ
な
い
で
、「
原

爆
ド
ー
ム
」
の
よ
う
に
、
も
う
少
し

時
間
を
か
け
て
、
慎
重
に
判
断
し
て

も
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思

っ
て
い
ま
す
。
時
間
が
た
つ
と
、
大

津
波
の
被
害
に
あ
っ
た
人
々
も
、
落

ち
着
き
を
取
り
戻
し
て
、
冷
静
な
判

断
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

「
自
分
た
ち
の
よ
う
な
苦
し
い
目

に
あ
う
人
々
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
に
も
、
大
型
船
を
保
存
し

て
お
く
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
い
う

考
え
方
や
「『
保
存
』
と
い
う
作
業

は
、
突
然
、
大
津
波
で
命
を
奪
わ
れ

て
し
ま
っ
た
方
々
、
残
念
無
念
の
最

期
を
遂
げ
た
方
々
に
対
し
て
、
今
、

生
き
て
い
る
私
た
ち
が
果
た
さ
ね
ば

な
ら
な
い
義
務
の
一
つ
で
は
な
い

か
」
と
い
う
よ
う
な
考
え
方
を
支
持

す
る
方
々
が
増
え
て
い
た
か
も
わ
か

り
ま
せ
ん
。
海
か
ら
遠
く
離
れ
た
内

陸
部
に
ま
で
、
流
さ
れ
て
き
た
大
型

船
は
、
大
津
波
の
「
震
災
遺
構
」
と

し
て
、
今
後
、
日
本
国
内
だ
け
に
と

ど
ま
ら
ず
、
世
界
中
の
多
く
の
人
々

の
命
を
津
波
か
ら
守
る
こ
と
に
、
大

き
く
貢
献
で
き
た
の
で
は
な
い
か
、

と
思
え
る
だ
け
に
、
私
個
人
と
し
て

は
、
非
常
に
残
念
な
気
持
ち
を
も
っ

て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
方
は
、
こ

の
件
に
関
し
て
、
ど
う
思
わ
れ
ま
す

か
。
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う

か
。も

ち
ろ
ん
、
五
年
も
前
に
、
撤
去

さ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
を
今
更
と
や

か
く
言
っ
て
も
仕
方
が
な
い
で
は
な

い
か
、
と
い
う
御
批
判
を
受
け
る
か

も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
皆
様

よ
く
御
存
知
の
よ
う
に
、
我
が
国
は
、

世
界
で
も
有
数
の
地
震
大
国
で
す
。

い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
ん
な
大
き
な
地

震
（
津
波
）
が
発
生
す
る
か
も
わ
か

り
ま
せ
ん
。
そ
の
と
き
、
必
ず
、
今

回
の
よ
う
な
「
震
災
遺
構
」
の
問
題

は
出
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

撤
去
さ
れ
た
大
型
船

北
島
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会
顧
問下

山

武

夫
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北北 島島 町町 財財 政政 事事 情情
平成30年12月10日

北島町長 古 川 保 博
今回お知らせする財政事情は、平成30年度上半期の財政運営状況です。町の財政状況についてご理解
をいただき、町政発展のためご協力をお願いいたします。

平成30年度上半期（平成30年4月1日から平成30年9月30日まで）の一般会計・特別会計の執行状況
は、第1表から第12表のとおりです。なお、A及びB欄は繰越額等を含んでいます。

平成30年度上半期の予算執行状況

第1表 一般会計予算の執行状況（歳入）

収入率
B／A

％
68．3

27．4

67．0

34．5

0．0

57．3

34．2

130．1

77．3

36．9

34．3

46．6

31．5

1．7

53．6

34．4

14．5

100．0

17．6

0．0

47．1

第3表 国民健康保険（事業勘定）特別会計予算の執行状況（歳入）

収入率
B／A

％
46．5

25．0

0．0

36．9

0．0

100．0

189．3

42．5

収入済額B

千円
2，116，140

15，870

4，074

7，429

0

216，043

4，126

19，520

470，970

1，847

55，499

42，470

358，772

10，094

13，475

344

102，250

317，598

33，774

0

3，790，295

収入済額B

千円
197，733

50

0

618，848

0

251，015

7，065

1，074，711

現計予算額
A

千円
3，096，280

58，000

6，078

21，546

22，905

376，926

12，066

15，000

609，652

5，000

161，803

91，172

1，139，893

577，707

25，148

1，000

704，783

317，597

191，833

614，397

8，048，786

現計予算額
A

千円
425，540

200

1

1，679，319

169，375

251，014

3，732

2，529，181

当 初
予 算 額

千円
3，096，280

58，000

6，078

21，546

22，905

376，926

12，066

15，000

540，000

5，000

174，610

91，172

952，922

678，275

25，148

1，000

632，252

90，000

181，620

659，200

7，640，000

当 初
予 算 額

千円
425，540

200

1

1，679，319

169，375

6，000

3，732

2，284，167

款

町 税

地 方 譲 与 税

利子割交付金

配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

自動車取得税交付金

地方特例交付金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

町 債

合 計

款

国民健康保険税

使用料及び手数料

療養給付費等交付金

県 支 出 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

合 計

1．

2．

3．

4．

5．

6．

7．

8．

9．

10．

11．

12．

13．

14．

15．

16．

17．

18．

19．

20．

1．

4．

6．

7．

11．

12．

13．

第2表 一般会計予算の執行状況（歳出）

支出率
B／A

％
51．8

45．5

36．7

32．7

41．6

66．6

20．7

43．5

40．7

38．5

0．0

0．0

34．8

第4表 国民健康保険（事業勘定）特別会計予算の執行状況（歳出）

支出率
B／A

％
36．6

36．7

23．4

13．3

0．0

24．0

0．0

30．1

支出済額B

千円
46，636

282，956

1，129，862

217，690

20，119

32，548

303，428

184，449

362，122

223，055

0

0

2，802，865

支出済額B

千円
9，863

613，214

128，287

3，910

0

6，842

0

762，116

現計予算額
A

千円
90，049

621，571

3，077，131

665，106

48，348

48，879

1，467，717

424，092

890，509

578，939

100，308

36，137

8，048，786

現計予算額
A

千円
26，968

1，668，756

547，630

29，298

1

28，537

227，991

2，529，181

当 初
予 算 額

千円
89，147

621，308

3，066，386

646，320

51，365

48，879

1，207，740

419，387

865，383

578，939

1，308

43，838

7，640，000

当 初
予 算 額

千円
26，665

1，668，756

547，630

29，298

1

2，201

9，616

2，284，167

款

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

諸 支 出 金

予 備 費

合 計

款

総 務 費

保 険 給 付 費

国民健康保険事業費納付金

保 健 事 業 費

公 債 費

諸 支 出 金

予 備 費

合 計

1．

2．

3．

4．

6．

7．

8．

9．

10．

12．

13．

14．

1．

2．

3．

5．

7．

8．

9．
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第5表 介護保険（保険事業勘定）特別会計予算の執行状況（歳入）

収入率
B／A

％
51．6

49．9

20．0

47．5

41．9

45．5

26．7

100．0

0．0

0．9

49．7

第7表 介護保険（サービス事業勘定）特別会計予算の執行状況（歳入）

収入率
B／A

％
38．4

100．2

0．0

59．7

第9表 後期高齢者医療特別会計予算の執行状況（歳入）

収入率
B／A

％
41．5

15．0

14．0

100．0

23．3

37．8

第11表 特別会計公共下水道事業予算の執行状況（歳入）

収入率
B／A

％
0．0

159．3

33．7

0．0

51．5

100．0

0．0

0．0

29．6

収入済額B

千円
192，445

3，950

6

167，675

185，960

108，976

70，000

212，304

0

1

941，317

収入済額B

千円
4，354

6，010

0

10，364

収入済額B

千円
88，664

3

8，500

10，785

384

108，336

収入済額B

千円
0

317

12，159

0

137，500

6，889

0

0

156，865

現計予算額
A

千円
373，261

7，918

30

353，058

444，261

239，643

262，265

212，303

1

107

1，892，847

現計予算額
A

千円
11，352

6，000

2

17，354

現計予算額
A

千円
213，517

20

60，629

10，785

1，645

286，596

現計予算額
A

千円
100，000

199

36，082

30

266，743

6，888

5，014

114，300

529，256

当 初
予 算 額

千円
373，261

7，918

30

353，058

444，261

239，643

262，265

50，000

1

107

1，730，544

当 初
予 算 額

千円
11，352

6，000

2

17，354

当 初
予 算 額

千円
213，517

20

60，629

10，000

1，645

285，811

当 初
予 算 額

千円
100，000

199

36，082

30

264，933

5，000

5，014

114，300

525，558

款

保 険 料

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金

支払基金交付金

県 支 出 金

繰 入 金

繰 越 金

町 債

諸 収 入

合 計

款

サービス収入

繰 越 金

諸 収 入

合 計

款

後期高齢者医療保険料

使用料及び手数料

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

合 計

款

国 庫 支 出 金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

財 産 収 入

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

町 債

合 計

1．

2．

3．

4．

5．

6．

7．

8．

9．

10．

1．

2．

3．

1．

2．

4．

5．

6．

1．

3．

4．

5．

10．

15．

20．

30．

第6表 介護保険（保険事業勘定）特別会計予算の執行状況（歳出）

支出率
B／A

％
32．4

41．2

0．0

34．3

0．0

7．2

0．0

36．2

第8表 介護保険（サービス事業勘定）特別会計予算の執行状況（歳出）

支出率
B／A

％
7．6

0．0

0．0

3．0

第10表 後期高齢者医療特別会計予算の執行状況（歳出）

支出率
B／A

％
35．2

32．4

12．9

4．7

0．0

30．9

第12表 特別会計公共下水道事業予算の執行状況（歳出）

支出率
B／A

％
19．5

20．2

49．6

0．0

0．0

25．7

支出済額B

千円
13，537

624，955

0

42，188

0

4，875

0

685，555

支出済額B

千円
529

0

0

529

支出済額B

千円
2，116

86，263

168

148

0

88，695

支出済額B

千円
19，155

65，897

50，929

0

0

135，981

現計予算額
A

千円
41，726

1，515，537

1

122，976

1

68，016

144，590

1，892，847

現計予算額
A

千円
6，945

9，268

1，141

17，354

現計予算額
A

千円
6，006

266，131

1，306

3，153

10，000

286，596

現計予算額
A

千円
98，048

325，927

102，650

31

2，600

529，256

当 初
予 算 額

千円
41，726

1，515，537

1

122，976

1

303

50，000

1，730，544

当 初
予 算 額

千円
6，945

9，268

1，141

17，354

当 初
予 算 額

千円
6，006

266，131

521

3，153

10，000

285，811

当 初
予 算 額

千円
97，637

322，640

102，650

31

2，600

525，558

款

総 務 費

保 険 給 付 費

基 金 積 立 金

地域支援事業費

公 債 費

諸 支 出 金

予 備 費

合 計

款

事 業 費

諸 支 出 金

予 備 費

合 計

款

総 務 費

後期高齢者医療広域連合納付金

諸 支 出 金

保 健 事 業 費

予 備 費

合 計

款

総 務 費

建 設 費

公 債 費

諸 支 出 金

予 備 費

合 計

1．

2．

4．

5．

6．

7．

8．

1．

2．

3．

1．

2．

3．

4．

5．

1．

5．

10．

11．

15．
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町町債債及及びび一一時時借借入入金金のの現現在在高高

平成30年度中の町債の増減及び平成29年度末における
現在高の状況は表のとおりです。
なお、平成30年9月30日現在の一時借入金の借入はあ
りません。

町町有有財財産産のの現現在在高高

平成30年9月30日における町有財産の現在高は次のと
おりです。

町債の状況
⑴一般会計

平成30年度末
見込額

A＋B－C

千円
3，922，159

1，398，597

97，655

532，363

5，950，774

平成30年度中増減額

償還額C

千円
280，661

202，025

162

46，235

529，083

起債額B

千円
252，997

345，400

0

14，500

612，897

平成29年度末
現在高A

千円
3，949，823

1，255，222

97，817

564，098

5，866，960

区 分

1．総 務

2．土 木

3．消 防

4．教 育

合 計

⑵普通財産

建物（延面積）

合 計

㎡

107．08

107．08

非木造

㎡

木 造

㎡

107．08

107．08

土地
（地 積）

㎡
3，307．49

227．00

34．00

3，568．49

区 分

宅 地

原 野

そ の 他

合 計

⑷その他の基金
平成30年9月30日現在
現 在 高

千円
2，781，300

238，469

204，748

6，014

21，399

10，050

22，543

63，297

3，122

873，887

4，224，829

区 分

財 政 調 整 基 金

減 債 基 金

地 域 福 祉 基 金

教 育 振 興 基 金

災 害 対 策 基 金

国 際 交 流 研 修 事 業 基 金

労 働 者 福 祉 施 設 改 装 整 備 基 金

公 共 下 水 道 事 業 減 債 基 金

住 民 活 動 推 進 基 金

北 島 町 公 共 施 設 等 整 備 基 金

合 計

〔基 金〕
⑴土地開発基金

平成30年9月30日現在
現 在 高

㎡
9，006．35

千円
526，699

区 分

宅 地

現 金

⑶介護保険給付費準備基金
平成30年9月30日現在
現 在 高

千円
50，000

区 分

現 金

⑵国民健康保険財政調整基金
平成30年9月30日現在
現 在 高

千円
50，000

区 分

現 金

〔土地及び建物〕
⑴行政財産

建物（延面積）

合計

㎡
3，677．12

531．68

27，034．00

30，975．99

62，218．79

非木造

㎡
3，677．12

531．68

27，034．00

28，329．84

59，572．64

木造

㎡

2，646．15

2，646．15

土地
（地 積）

㎡
6，272．45

463．25

68，222．71

73，753．34

49，852．67

3，797．69

202，362．11

区 分

本 庁 舎

警察（消防）施設

学 校

公 園

そ の 他 の 施 設

墓 地

合 計
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あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
の
へ
や

日
時
▼
十
二
月
十
三
日
㈭

十
一
時
〜

会
場
▼
二
階
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー

入
場
料
▼
無
料

対
象
▼
〇
〜
三
歳
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者

■
毎
回
好
評
の
図
書
館
職
員
に
よ
る

お
は
な
し
会
で
す
。
あ
か
ち
ゃ
ん

か
ら
楽
し
め
る
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
や
紙
芝
居
、
わ
ら
べ
う
た
遊
び

な
ど
で
楽
し
み
ま
す
。

北
島
迷
店
街
Ｔ
Ｖ
ア
ー
カ
イ
ブ
展

日
時
▼
十
二
月
十
四
日
㈮
か
ら
十
六

日
㈰

十
時
〜
十
八
時

＊
最
終
日
は
十
七
時
ま
で

会
場
▼
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

入
場
料
▼
無
料

主
催
▼
北
島
町
商
工
会

（
☎
六
九
八
・
二
二
七
五
）

■
裏
話
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

十
二
月
十
六
日
㈰

①
十
一
時
〜

②
十
五
時
〜

板
野
郡
中
学
校
生
徒
美
術
作
品
展

日
時
▼
十
二
月
二
十
二
日
㈯
か
ら

二
十
六
日
㈬

十
時
〜
十
七
時

無
料

※
初
日
は
十
三
時
〜

※
二
十
四
日
・
二
十
五
日
は
休
館

※
最
終
日
は
十
六
時
ま
で

会
場
▼
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

お
は
な
し
の
へ
や

日
時
▼
一
月
十
二
日
㈯

十
五
時
〜

会
場
▼
二
階
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー

入
場
料
▼
無
料

対
象
▼
ど
な
た
で
も

■
図
書
館
職
員
に
よ
る
お
は
な
し
会

で
す
。
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
紙

芝
居
な
ど
を
楽
し
み
ま
す
。

創

世

ホ

ー

ル

名

画

鑑

賞

会

29

「
神
宮
希
林

私
の
神
様
」
上
映
会

日
時
▼
一
月
十
九
日
㈯

二
回
上
映

①
十
時
半
〜

②
十
四
時
〜

会
場
▼
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
▼

前
売
／
一
、
〇
〇
〇
円

当
日
／
一
般
・
大
学
生

一
、
三
〇
〇
円

シ
ニ
ア
（
六
十
歳
以

上
）
・
小
中
高

一
、
〇
〇
〇
円

作
品
▼
「
神
宮
希
林

わ

た
し
の
神
様
」（
二
〇

一
四
、
日
本
、
九
十
六

分
）
旅
人＝
樹
木
希
林

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー＝
阿

武
野
勝
彦

音
楽＝
村

井
秀
清

主
催
▼
創
世
ホ
ー
ル
名
画

鑑
賞
会
実
行
委
員
会

■
今
年
九
月
十
五
日
に
亡

く
な
ら
れ
た
樹
木
希
林
さ
ん
の
二

〇
一
三
年
「
お
伊
勢
参
り
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
」
で
す
。
■
二
〇
一
三
年
、

伊
勢
神
宮
は
二
十
年
に
一
度
の
式

年
遷
宮
の
年
。
遷
宮
と
は
い
う
な

れ
ば
、
神
様
の
お
引
越
し
。
神
宮

や
伊
勢
志
摩
地
方
だ
け
で
な
く
、

日
本
中
が
か
か
わ
る
大
き
な
「
お

祭
り
」
で
も
あ
り
ま
す
。
参
宮
街

道
を
行
き
、
お
白
石
持
行
事
な
ど

の
祭
事
に
参
加
、
伊
勢
神
宮
の
神

域
を
め
ぐ
り
、
広
大
な
神
宮
林
の

山
に
登
り
、
俳
句
を
ひ
ね
る
。
女

た
ち
が
祈
る
志
摩
の
石
神
さ
ま
も

訪
ね
ま
す
。
■
多
数
、
ご
参
集
下

さ
い
。

■
図
書
館
に
新
し
く
入
っ
た
本
の
一

部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

《
児

童

書
》

●
中
野
泰
志
『
新
し
い
心
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
ず
か
ん
』
ほ
る
ぷ
出
版

●
原
ゆ
た
か
『
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
大

図
鑑
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
大
全
』ポ
プ
ラ
社

●
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ル
ド
ニ
ッ
ク

『
プ
ー
と
大
人
に
な
っ
た
僕
』偕
成
社

●
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
・
ゾ
ロ
ト
ワ
『
か

あ
さ
ん
、
だ
い
す
き
』
徳
間
書
店

●
ル
ー
・
ピ
ー
コ
ッ
ク
『
ク
リ
ス
マ

ス
の
お
か
い
も
の
』
ほ
る
ぷ
出
版

●
谷
川
俊
太
郎
『
な
ま
え
を
つ
け

て
』
講
談
社

《
一

般

書
》

●
安
藤
百
福
発
明
記
念
館
『
チ
キ
ン

ラ
ー
メ
ン
の
女
房
』
中
央
公
論
新
社

●
藤
井
恵
『
藤
井
恵
の
「
す
ぐ
使
え

る
ス
ト
ッ
ク
」』文
化
学
園
文
化
出
版

局●
夏
井
い
つ
き
『
夏
井
い
つ
き
の
季

語
道
場
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

●
鈴
木
る
り
か
『
14
歳
、
明
日
の
時

間
割
』
小
学
館

●
中
山
七
里
『
能
面
検
事
』
光
文
社

●
輪
渡
颯
介『
別
れ
の
霊
祠
』講
談
社

▲シンボルマーク

北
島
町
立
図
書
館
・

創
世
ホ
ー
ル
だ
よ
り

たた
ばば
ここ
はは
町町
内内
でで

買買
いい
まま
しし
ょょ
うう

あ
な
た
の
買
っ
た
た
ば
こ
1
個

か
ら
1
0
5
円
24
銭
が
た
ば
こ
税

と
し
て
町
に
収
入
さ
れ
ま
す
。

北
島
町

図書館の休館日
《1月》

1日（火・祝）～4日㈮
7日㈪
14日（月・祝）
15日（火・振替休）
17日（第3木・館内整

理日）
21日㈪
28日㈪

《12月》
3日㈪
10日㈪
17日㈪
20日（第3木・館内整

理日）
24日（月・振替休）
25日（火・振替休）
29日㈯～31日㈪

☎
六
九
八
―
一
一
〇
〇

ⓒ東海テレビ放送
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町
報
画
廊
「
今
切
川
夕
景
」

今
切
川
の
ほ
と
り
を
散
歩
中
あ
ま
り
に
も
素
晴
し
い
夕
景
に
出
合
っ
た
の

で
カ
メ
ラ
に
納
め
絵
に
残
し
ま
し
た
。

北
村

宮
本
紗
也
香

ひとりで悩んでいませんか？
困ったときは北島町ふれあい総合相談センターにご相談ください。秘密は固くまもります。相談は無料です。

北島町ふれあい総合相談センター1・2月日程表

注：法律相談は、予約制の相談時間は20分です。
がいこくじん かん そうだん よ やくせい しゃかいふく し きょう ぎ かい れんらく

※ 法律相談・外国人に関する相談・一般相談・児童教育相談は、予約制です。事前に社会福祉協議会（☎698‒8910）までご連絡ください。
※ 保健相談は、毎週月～金曜日（8時半～17時まで）北島町保健相談センターで実施しております。
※ 介護相談は、毎週月～金曜日（8時半～17時まで）
北島町在宅サービスセンター（社会福祉協議会内）・北島町地域包括支援センター（役場4階）で実施しております。

開 催 日
1月9日、16日、23日、30日
2月6日、13日、20日、27日
1月15日
2月19日
1月10日
2月7日
1月17日
2月21日
1月4日、11日、18日、25日
2月1日、8日、15日、22日
1月9日
2月13日

毎週水曜日
13：00～16：00（予約制）
毎月第3火曜日
10：00～12：00（予約制）
毎月第1木曜日
13：00～16：00
毎月第3木曜日
13：00～16：00
毎週金曜日
13：00～16：00（予約制）

まいつきだい に すいよう び
毎月第2水曜日 よ やくせい
10：00～12：00（予約制）

相 談 の 内 容
高齢者の生活相談、
全般についての相談
財産、相続、扶養、契約、金銭貸借等に
ついての相談

基本的人権や人権侵害に関する相談

町、県、国の仕事に関する苦情などの相談

児童養育や教育などについての相談

がいこくじん ざいりゅう せいかつぜんぱん そうだん
外国人の在留、生活全般についての相談

相 談 の 種 類

一 般 相 談

法 律 相 談

人 権 相 談

行 政 相 談

児童教育相談

がいこくじん かん そうだん

外国人に関する相談

専

門

相

談

町報発行／北島町公報委員会 ☎698‒9801（総務課内） 毎月10日発行 印刷／徳島県教育印刷㈱ 2018．12 第866号

《北島町社会福祉協議会からのご案内》

（２８）
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